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大　学　の　目　標

　滋賀県立大学は、滋賀県における学術の中心として、未来を志向した高度な学芸と、悠久の歴史や

豊かな自然、風土に培われた文化を深く教授研究するとともに、新しい時代を切り拓く広い視野と豊

かな創造力、先進的な知識、技術を有する有為の人材を養成することを目的としています。

　また、開かれた大学として、県民の知的欲求に応える生涯学習の機会の提供や地域環境の保全、学

術文化の振興、産業の発展、人間の健康など、滋賀県の持続的発展の原動力として大きく寄与するこ

とを使命としています。

　この大学設置の基本理念を踏まえ、次の基本的な目標を定めています。

・「キャンパスは琵琶湖 ｡ テキストは人間 ｡」という開学当初からのモットーをより一層発展させ、

琵琶湖を抱く滋賀ならではの教育研究をさらに進めます。

・時代の流れを先取りし、先駆的・戦略的なものの見方ができる、進取の気性に富む人が育つ大

学づくりを進めます。

・グローバル化の進展等による国際化の諸問題に対応する新しい時代に向けたモデルとなる大学

を目指します。

教　育　の　特　色

（１）　４年一貫教育

　より確かな知識と技術の修得を目指し、各学部別にその目的に従った個性的な教育を系統的に実

施するため、専門科目を４年間にわたって一貫して編成する完全な４年一貫教育を実施します。こ

れにより、それぞれの学部に入学した学生は、１年次から専門分野の講義を受けることができます。

（２）　目標を明確にした基礎教育の重視

　全学部に共通する全学共通基礎科目、学部の専門的な共通基礎科目、および学科の基礎科目が、

すべて各学部・学科の教育目標に合わせて選ばれており、最も適切な年次に学ぶことができるよう

になっています。

（３）　人間を深く見つめる「人間学」

　全学共通科目の中で、人間・環境・社会・文化を知る「人間学」が４年間いつでも履修できます。

目まぐるしく変化する現代社会の中で、人間と環境、社会、文化を深く理解し、人間というものを

深く見つめ、生き方を探るのが「人間学」です。人間探求学を１年次の必修とし、入門・概説では

なく、現実の問題に立論して、ひとつの見解に達するまでのプロセスを追求する様々な科目を選択

科目としています。

（４）　変革力を身につける「地域教育」

　地域と大学が人材を共育し、地域を共創する自立圏域「びわ湖ナレッジ・コモンズ」の形成をめ

ざし、地域課題に対する教育・研究・社会貢献に取組んでいます。

　地域教育では、全学共通科目の地域基礎科目、各学部・学科の地域志向専門科目、全学部生が選

択可能な地域学副専攻を通して地域課題とその解決法について体系的に学び、コミュニケーション

力、構想力および実践力を兼ね備えた変革力を身につけることを目指します。

（５）　少人数による対話・討論型の授業

　教員と学生の日常的な触れ合いを重視するという基本方針のもとに、フィールドワークや実験・

実習などにおいて、少人数による対話・討論型の授業が多くあります。

　例えば、１年次の必修科目である「人間探求学」は、学科ごとに５､ ６名のグループに分け、大

学で学ぶために必要な能力を養うことをねらいとし、教育の原点である人間と人間のふれあいの機

会を提供しています。

（６）　他学部・他学科の履修　

　学生の多様な学習意欲に応えるために、学部・学科の多様性を生かし、他学部、他学科で修得し

た単位を卒業単位として認定し、より幅の広い人材の育成を目指します。
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Ⅰ　学生受入方針（アドミッション・ポリシー）

　全学の受入方針
　  

　滋賀県立大学は、環境科学部、工学部、人間文化学部、人間看護学部の４学部からなり、「キャ

ンパスは琵琶湖。テキストは人間。」をモットーに、「環境」と「人間」をキーワードにした「人が

育つ」大学として、平成７年に設立されました。琵琶湖に隣接し、緑豊かな自然環境のなかで、近

江の歴史や多様な文化・産業を背景に、「地域に根ざし、地域に学ぶ」実践的教育が展開されてい

ます。

　本学の学生は各学部・学科が掲げている人材養成の目標に向かって、体系的に配置された授業科

目を段階的に学びながら自己形成に努めます。この教育目標を達成するために、必要な基礎学力を

基盤にして、積極的に学び、自らの将来像の実現を目指そうとする意欲的な学生を求めます。その

ため、本学では次の３種類の入学試験を行っています。

（１）一般入試・前期日程（センター試験と個別学力試験を併用した、幅広い基礎学力についての

選抜試験）

（２）一般入試・後期日程（センター試験と学科の専門を反映させた個別試験を併用した、専門分

野に関わる学力、適性、学習意欲についての選抜試験）

（３）特別入試（推薦入試 A、 B、 C）（総合問題、実技試験あるいはセンター試験と面接を併用した、

学力および適性や学習意欲についての選抜試験）

　さらに、特別入試（帰国子女特別入試、私費外国人留学生特別入試）を実施し、多様な学生の受

け入れに努めています。

　環境科学部

環境生態学科
　環境生態学科では、自然科学に関する専門知識と技術を基盤として、自然と人間が複雑に関わり

あう環境での問題を発見し、その科学的解決法を主体的かつ積極的に提案できる人材を育成します。

この教育目標を達成するために、次のような学生を求めます。

１．求める学生像

①　自然環境に対する知的好奇心や探究心を持ち、自ら積極的に学ぶ意欲を有する人（関心・意欲）

②　自然科学に関する高度な専門知識と技術を身につけるために必要な基礎学力を有する人（知識・

理解）

③　高い洞察力を身につけるために必要な基礎力をもつ人（思考力・判断力）

④　なお、本学科はフィールドサイエンスを主体として、教育活動を行っています。そのため、厳

しい野外調査を途中で投げ出さず、最後までやりきるための努力を惜しまない人、すなわち、

たくましい人間性を持ち、柔軟な思考ができる学生を求めます。

２．入学者選抜の基本方針

　環境生態学科の入学試験では、高等学校までの教育課程を尊重し、基礎学力（知識・理解）を重
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視します。さらに高校教育や日常生活によって培われた論理的思考力・判断力あるいは自然科学へ

の関心・意欲と本学科への適応性について評価します。このため、一般入試（前期日程、後期日程）

と特別入試を実施し、それぞれ、大学入試センター試験、個別学力試験、個別面接の中から 2 つ

を組み合わせて課します。

３．選抜方法

【特別入試（推薦入試）】

　特別入試（推薦入試 A、C）では、自然科学を学ぶ上で必要な基礎学力および洞察力に加え、

本学科への適応性や学習意欲を、求める学生像①、④に基づいて評価します。このため、総合問

題（英語、理系総合問題、文系総合問題）に加え、個別面接を課します。

環境政策・計画学科
　環境政策・計画学科では、環境と調和した社会を形成するために、社会を形成している企業、政府、

市民の行動を環境調和型に変革していく人材を養成します。この教育目標を達成するために、次の

ような学生を求めます。

１．求める学生像

①　人間社会と自然環境の広い範囲にわたって関心を有する人（興味・関心・意欲）

②　環境政策や環境計画を学ぶ上で必要な国語・数学・英語・理科・地歴公民の基礎学力を有する

人（知識・理解）

③　見出された問題の解決に向けて論理的に思考できる基礎力を有する人（思考力・判断力）

２．入学者選抜の基本方針

　環境政策・計画学科の入学試験では、高等学校までの教育課程を尊重し、基礎学力（知識・理解）

と思考力・判断力を重視します。さらに、高校教育や日常生活によって培われた、興味・関心・意

欲についても評価します。このため、一般入試（前期日程と後期日程）と特別入試を実施します。

３．選抜方法

【特別入試（推薦入試）】

　特別入試（推薦入試 A、C）では、確かな基礎学力（知識・理解）に加え、興味・関心・意欲

を評価します。このため、大学入試センター試験（国語・数学・英語・理科・地歴公民）と個別

面接を課します。

環境建築デザイン学科
　環境建築デザイン学科では、持続可能な社会の建設のために、建築学を基礎に、建築を巡る環境

や地域が抱える問題を発見、理解し、解決する能力を有する人材を育成します。この教育目標を達

成するために、次のような学生を求めます。

１．求める学生像

①　高度な専門知識を身につけるために必要な数学、理科、英語、国語、地理歴史・公民の基礎学

力を有する人（知識・理解）
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②　環境建築デザインや地域社会の創造に強い関心を持ち、自ら学ぼうとする意欲を持つ人（関心・

意欲）

③　都市、地域、景観、防災、資源、エネルギー、世界規模の問題まで広範な関心を持ち、人と協

調する力を有する人（協働性）

④　見出された問題に対して論理的に思考し、その解決に向けて創造する基礎力を有する人（思考

力・判断力・表現力）

２．入学者選抜の基本方針

　環境建築デザイン学科の入学試験では、高等学校までの教育課程を尊重し、基礎学力（知識・理解）

を重視します。さらに、高校教育や日常生活によって培われた関心・意欲、協働性、思考力・判断

力・表現力についても評価します。このため、一般入試（前期課程・後期課程）と特別入試（推薦

入試 A、C）を実施し、それぞれ大学入試センター試験、個別学力試験、造形実技試験、個別面接

の中から複合的に課します。

３．選抜方法

【特別入試（推薦入試）】　

　特別入試（推薦入試 A）では、確かな基礎学力（知識・理解）に加え、関心・意欲、協働性

を評価します。このため大学入試センター試験（国語・数学・英語・理科・地歴公民）と個別面

接を課します。

　特別入試（推薦入試 C）では、関心・意欲、協働性、思考力・表現力を総合的に評価します。

このため個別面接（プレゼンテーションを含む）を課します。

生物資源管理学科
　生物資源管理学科では、動植物の生産や病害虫からの保護、土壌・水資源の保全と活用、生物機

能を利用した物質生産や環境改善など、農林水産業に関わる生物資源の管理と活用に関する基本的

な知識と技術を有する人材を養成します。この教育目標を達成するために、次のような学生を求め

ます。

１．求める学生像

①　高度な専門的知識を身につけるために必要な理科、数学、外国語等の基礎学力を有する人（知

識・理解）

②　農林水産業や地域環境に強い関心を持ち、自ら学ぼうとする意欲を持つ人（関心・意欲）

③　地域社会から世界規模の問題まで広範な関心を持ち、人と協力して問題を解決する力を有する

人（協働性）

④　見出された問題の解決に向けて論理的に思考できる基礎力を有する人（思考力・判断力）

２．入学者選抜の基本方針

　生物資源管理学科の入学試験では、高等学校までの教育課程を尊重し、基礎学力（知識・理解）

を重視します。さらに、高校教育や日常生活によって培われた思考力・判断力、関心・意欲、協働

性についても評価します。このため、一般入試（前期日程、後期日程）と特別入試を実施し、それ

ぞれ大学入試センター試験、個別学力試験、面接の中から２つを組み合わせて課します。
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３．選抜方法

【特別入試（推薦入試）】

特別入試（推薦入試 A）では、確かな基礎学力（知識・理解）に加え、関心・意欲、思考力・

判断力、協働性を評価します。このため、総合問題（英語、理系総合問題、文系総合問題）に加

え、面接を課します。

　工　学　部

材料科学科
材料科学科は、環境と調和した持続可能な人間社会の構築を目指し、科学技術に裏打ちされた材

料の進歩に貢献できる、研究者・技術者の養成を目的としています。そのため本学科では、学問の

基礎の理解と実験や演習などの実践を重視し、無機から有機までの幅広い物質、新エネルギー材料

や環境材料などの様々な用途について、基礎から応用にわたる多面的な教育・研究を行い、“モノ

づくり”や新材料に興味を持ち、自己の能力向上に努める人材の育成を行います。この教育目標を

達成するために、次のような学生を求めます。

１．求める学生像

①　無機から有機までの幅広い物質、新エネルギー材料や環境材料などの様々な領域に強い関心と

学びに対する意欲があり、自らの明確な目標設定を継続して行える素養のある人（関心・意欲）

②　数学、理科（物理と化学）、国語、英語、地理歴史・公民の科目に関して、材料に関する研究者・

技術者となるための専門的内容と判断力の修得に必要な高等学校理系卒業レベルの学力を有す

る人（知識・理解）

③　今までに得た知識・教養・経験を組み合わせ考える力（応用力）を持ち、また材料開発や新た

な現象を類推する力（創造力）の素地があり、科学に対する思考を深めて適切に判断できる能

力を伸ばす素養を有する人（思考力・判断力）

④　問題解決のために、積極的に討議の場に参加でき、与えられた課題に対して論理的に相手を説

得でき、リーダーシップを発揮する素養を有する人（積極性・論理的説得力・リーダーシップ力）

⑤　他の人と協働して課題解決に向けた取り組みができ、得られた成果あるいは自分の考えについ

て自らの言葉で的確に表現し、相手に伝える能力を伸ばす素養を有する人（協働力・表現力）

２．入学者選抜の基本方針

材料科学科の入学試験では、高等学校までの教育課程を尊重し、基礎学力（知識・理解）を重視

します。さらに、調査書も参考にしながら高等学校教育や日常生活によって培われた関心・意欲・

思考力・判断力・積極性・論理的説得力・協働力・リーダーシップ力・表現力についても評価しま

す。このため、一般入試（前期日程・後期日程）と特別入試（推薦入試 A、B）を実施し、それぞ

れ大学入試センター試験、個別学力試験、グループ討論、個別面接（口頭試問含む）のいくつかを

組み合わせた入学試験を課します。

３．選抜方法

【特別入試（推薦入試）】

特別入試（推薦入試 A、B）では、確かな基礎学力（知識・理解）に加え、関心・意欲、思考力・
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判断力・表現力を評価します。このため、大学入試センター試験と個別面接を課します。大学入

試センター試験では、特別入試（推薦入試 A）で国語・数学・英語・理科（物理、化学）・地歴

公民を、特別入試（推薦入試 B）で国語・数学・英語・理科（物理、化学）をそれぞれ課します。

個別面接については調査書も含めて評価します。

機械システム工学科
機械システム工学科は、機械工学の基礎とシステム的なセンスを備え、高機能な機械を設計・開

発でき、柔軟な発想能力の備わった技術者の養成を目指しています。そのために、機械工学の基幹

となる熱力学、流体力学、材料力学、機械力学に、制御工学、情報処理基礎、メカトロニクス、生

産工学などの幅広い科目を加え、さらに多くの演習や実験を取り入れたカリキュラムによって、基

礎から応用にわたる多面的な教育を行います。この教育目標を達成するために、次のような学生を

求めます。

１．求める学生像

①　機械とそのシステム、力学、ものづくり、ならびにこれらと自然環境、社会、人間との関わり

に強い関心を持ち、自己の能力向上に対する意欲を持つ人（関心・意欲）

②　基礎学力として、高等学校で履修する数学、理科（特に、物理と化学）、国語、英語、地歴公

民の各科目において、高等学校理系卒業レベルの学力を備える人（知識・理解）

③　今までに得た知識・教養・経験を組合せて適切に思考・判断でき、その結果や自分の考えを相

手に伝えることができる素養を有する人（思考力・判断力・表現力）

２．入学者選抜の基本方針

機械システム工学科の入学試験では、高等学校までの教育課程を尊重し、確かな基礎学力（知識・

理解）を重視します。さらに、高等学校教育や日常生活によって培われた思考力・判断力・表現力、

関心・意欲についても評価します。このため、一般入試（前期日程・後期日程）と特別入試（推薦

入試 A、B）を実施し、それぞれ大学入試センター試験と個別学力試験、大学入試センター試験と

個別面接を課します。

３．選抜方法

【特別入試（推薦入試）】

特別入試（推薦入試 A、B）では、確かな基礎学力（知識・理解）に加え、関心・意欲、思考

力・判断力・表現力を評価します。このため、大学入試センター試験と個別面接を課します。まず、

大学入試センター試験では、特別入試（推薦入試 A）で国語・数学・英語・理科（物理、化学）・

地歴公民を、特別入試（推薦入試 B）で国語・数学・英語・理科（物理、化学）をそれぞれ課し

ます。また、個別面接については調査書も含めて適性もみながら評価します。

電子システム工学科
電子システム工学科は、電気・電子・情報工学分野で基礎から応用まで幅広い知識と高度な技術

をもつとともに、豊かな人間性とコミュニケーション力および問題解決力を身につけた、地域はも

とより世界に通用する創造力豊かで自律した技術者の育成を目指しています。この教育目標を達成

するために、次のような学生を求めます。



− 7 −

１．求める学生像

①　国語、地理歴史・公民、数学、理科（物理と化学）、英語の科目に関して、電気・電子・情報

工学分野の技術者に要求される専門知識・能力および教養を身につけるために必要となる、高

等学校理系卒業レベルの基礎学力を有する人（知識・理解）　

②　電気・電子・情報工学分野の課題を設定・遂行・解決する能力を身につけるために必要となる、

高等学校理系科目（数学と物理）の思考力を有する人（思考力・判断力）

③　自律した技術者に求められる情報伝達・発信力と協働力を身につけるために必要となる、基礎

的なコミュニケーション力を有する人（協働性）

④　電気・電子・情報工学分野に夢や魅力を感じ、基礎から応用まで幅広い素養を身につけて積極

的に活躍していきたい人、知的好奇心をもって常に新しいことに挑戦し、専門分野を通して積

極的に社会に貢献していきたい人（関心・意欲）

２．入学者選抜の基本方針

電子システム工学科の入学試験では、高等学校までの教育課程を尊重し、基礎学力（知識・理解）

を重視します。さらに、高等学校教育や日常生活で培われた「思考力・判断力」と「協働性、関心・

意欲」のどちらかについても評価します。このため、一般入試（前期日程、後期日程）と特別入試（推

薦入試 A、B）を実施し、大学入試センター試験および個別学力試験と個別面接のどちらかを組み

合わせた試験を課します。 

３．選抜方法

【特別入試（推薦入試）】

特別入試（推薦入試 A、B）では、高等学校理系卒業レベルの確かな基礎学力（知識・理解）

と協働性、関心・意欲を評価します。このため、高等学校等での学習内容にも考慮しながら、大

学入試センター試験 [ 国語・数学・英語・理科（物理、化学）・地歴公民 ] と個別面接を課します。

個別面接では調査書も含めて適性も勘案して評価します。

　人間文化学部

地域文化学科
地域文化学科では、日本、特に近江の歴史・文化・社会、およびアジアとの交流に強い関心を持

ちながら自ら行動し、社会貢献の一環として学んだことを地域に還元し、科学的な目で地域を見つ

めてこれからの地域のありかたを探求する意欲と、問題解決能力を持ち、独創的な発想ができる人

材を養成します。この教育目標を達成するために、次のような学生を求めます。

１．求める学生像

①　地域社会の過去と現在の諸問題を学ぶために必要な基礎学力を有する人（知識・理解）

②　地域社会の諸問題について、学んだことをふまえて論理的に考え、判断する基礎力のある人（思

考力・判断力）

③　歴史・文化・社会に強い関心を持ち、自ら学ぶ強い意欲のある人（関心・意欲）

④　ローカルな問題からグローバルな問題まで広い関心を持ち、自らの考えを相手に伝え、多様な

人々と交流できる人（表現力・協働性）
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2．入学者選抜の基本方針

地域文化学科の入学試験では、高等学校までの教育課程を尊重し、基礎学力 ( 知識・理解 ) を重

視します。さらに、高校教育や日常生活によって培われた思考力・判断力、関心・意欲、表現力、

協働性についても評価します。このため、一般入試 ( 前期日程・後期日程 ) と特別入試（推薦入試）

を実施し、それぞれ、大学入試センター試験、個別学力試験、面接を組み合わせて課します。

３．選抜方法

【特別入試（推薦入試）】

特別入試（推薦入試 A、 C）では、確かな基礎学力（知識・理解）に加え、関心・意欲・協働

性を評価します。このため、総合問題（英語、文系総合問題 ) と面接を課します。

生活デザイン学科
生活デザイン学科では、人間に身近な生活環境の問題を発見し、その解決策を考え、社会に活躍

できる人の育成を目指しています。この教育理念に沿って、人間に身近な生活環境としての住居、

道具、服飾のデザインの理論と実践を学び、身近な生活環境を観察・分析して問題を発見し、その

解決策を造形的・論理的に表現できる能力を身につけ、地域はもとより広く社会の発展に貢献でき

る人材の育成を、教育目標に掲げています。この教育目標を達成するために、次のような学生を求

めます。

１．求める学生像

①　高度な専門的知識を身につけるための基礎学力を持っている人（知識・理解）

②　柔軟かつ論理的に問題を解決する基礎力を持っている人（思考力・判断力）

③　身近な生活環境に対する関心と観察力を持っている人（興味・関心、観察力）

④　表現行為に興味を持ち主体的に創意工夫のできる人（表現力）

⑤　積極的行動力を身につけるための基礎力をもつ人（行動力）

２．入学者選抜の基本方針

生活デザイン学科の入学試験では、高等学校までの教育課程を尊重し、基礎学力（知識・理解）

を重視します。さらに高校教育や日常生活によって培われた、思考力・判断力、興味・関心、観察

力、表現力、行動力についても評価します。このため一般入試（前期日程と後期日程）と特別入試

を実施し、大学入試センター試験、個別学力試験、個別実技試験、個別面接を課します。　

３．選抜方法

【特別入試（推薦入試）】

特別入試（推薦入試 A、C）では、確かな基礎学力（知識・理解）と興味・関心、行動力を重

視します。このため、大学入試センター試験（国語 / 数学 / 理科 / 地歴公民から３教科・外国語）

と個別面接を課します。

生活栄養学科

生活栄養学科は、食物を介して栄養が健康に寄与するという認識を基盤として、人の健康に貢献

する高度な専門職業人の育成を目的としています。この教育目標を達成するために、次のような学

生を求めます。
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１．求める学生像

①　食、栄養、運動、健康の関わりに興味を持ち、自己の能力向上ならびに社会的貢献に意欲のあ

る人（関心・意欲）

②　自分が伝えたいことを相手に表現し、協働できる力を有する人（表現力・協働性）

③　栄養学を学ぶために必要な基礎学力を有する人（知識・理解）

④　今までの知識・教養をもとに思考を深めて適切に判断できる力のある人（思考力・判断力）

２．入学者選抜の基本方針

生活栄養学科の入学試験では、高等学校までの教育課程を尊重し、基礎学力（知識・理解）を重

視します。さらに高校教育や日常生活によって培われた、思考力・判断力、関心・意欲、表現力・

協働性についても評価します。このため一般入試（前期日程と後期日程）と特別入試を実施し、そ

れぞれ大学入試センター試験と個別学力試験、大学入試センター試験と個別面接を課します。　

３．選抜方法

【特別入試（推薦入試）】

特別入試（推薦入試 A）では、大学入試センター試験は 5 教科（国語・数学・英語・理科・

地歴公民）を課し、高等学校で身につける文科系・理科系にわたる基礎学力（知識・理解）を評

価します。個別面接では ､「関心・意欲」､「表現力」､「協働性」を合わせて評価します。

人間関係学科
人間関係学科では、人間関係を生涯にわたって発達・変化していくものとして柔軟に捉え、自身

と共同体との関わりについて考え続けるための総合的教育を行っています。入学後には、人間関係

への興味・関心を持ち、さまざまな環境における人間どうしのあり方を記述し、実践的にとらえ直

すことが中心課題となります。この教育目標を達成するために、次のような学生を求めます。

１．求める学生像

①　さまざまな共同体で生じる問題に取り組むための基礎学力を有する人（知識・理解）

②　自他の体験を客観的に記述し、とらえ直す力を有する人（思考力 ･ 構成力）

③　さまざまな発達段階・環境における人と人との関わりに関心を持ち、自ら学ぶ強い意欲を有す

る人（関心・意欲）

④　自分の考えや意見を表現し、相手に伝えるための基礎的な能力を有する人（読解力・表現力）

２．入学者選抜の基本方針

人間関係学科の選抜試験では、高等学校までの教育課程を尊重し、基礎学力（知識・理解）を重

視します。さらに、大学生活の中で人間関係のあり方を記述しとらえ直すための関心・意欲、思考

力、表現力を選抜基準とします。このため、一般入試（前期日程・後期日程）と特別入試を実施し、

それぞれ、大学入試センター試験、個別学力試験、個別面接の中から２つを組み合わせて課します。

３．選抜方法

【特別入試（推薦入試）】

特別入試（推薦入試 A）では、高等学校までの教育課程とともに、思考力と判断力、および

柔軟な興味と関心を持つ力を重視し、総合問題（英語、文系総合問題）と個別面接を課します。
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国際コミュニケーション学科
国際コミュニケーション学科は、グローバル化する現代社会において、広く活躍できる見識とコ

ミュニケーション能力を備えた人材の育成を目標としています。この教育目標を達成するために、

次のような学生を求めます。

１．求める学生像

①　英語もしくは他の外国語（ドイツ語、フランス語、中国語、韓国語、モンゴル語など）につい

て高い運用能力を身につけるために必要な語学力を有する人（知識・理解、技術・技能）

②　幅広い知識や教養の基盤となる国語、地理歴史または公民、数学または理科についての基礎学

力を有する人（知識・理解）

③　自国および諸外国の社会・文化・歴史等への強い関心と学習への意欲を有する人（関心・意欲）

④　自分の考えや意見を積極的に提示し、相手の理解を得るための基礎的な能力を有している人（表

現力）

⑤　グローバル化によって発生する課題について、人々との交流を通して、自らの見解を形成しよ

うとする姿勢を有する人（協働性）

２．入学者選抜の基本方針

国際コミュニケーション学科の入学試験では、基礎学力（知識・理解）を重視するとともに、外

国語（特に英語）の運用能力（語学力）を重要な評価ポイントとします。さらに、関心・意欲、表

現力、協働性についても評価します。このため、一般入試（前期日程・後期日程）と特別入試を実

施し、それぞれ、大学入試センター試験、個別学力試験、総合問題、個別面接を組み合わせて課し

ます。

３．選抜方法

【特別入試（推薦入試）】

特別入試（推薦入試 A）では、確かな基礎学力（知識・理解）に加え、関心・意欲ならびに

表現力と協働性を重視します。このため、総合問題（英語・文系総合問題）と個別面接を課します。

　人間看護学部 人間看護学科

人間看護学部では、多面的な視野に立って人間と健康に関わる問題を解決し、地域に貢献できる

看護職者を育成します。この教育目標を達成するために、次のような学生を求めます。

１．求める学生像

①　人間に対する関心をもち、対人関係の基礎的能力を有する人（表現力・協調性）

②　生命、医療、看護に対して強い関心をもち、自ら学ぼうとする意欲を有する人（意欲・探求力）

③　高度な専門的知識を身につけるために必要な確かな基礎学力を有する人（知識・理解）

④　見出された課題解決に向けて論理的に思考できる基盤を有する人（思考力・判断力）

⑤　地域社会から国際社会の問題まで広範な関心をもち、人と協働する力を有する人（関心・協働性）
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２. 入学者選抜の基本方針

人間看護学部の入学試験では、高等学校までの教育課程を尊重し、基礎学力（知識・理解）を重

視します。さらに、高等学校での教育や日常生活により培われた意欲・探求力、表現力・協調性、

関心・協働性、思考力・判断力についても評価します。このため、一般入試（前期日程と後期日程）

と特別入試（推薦入試）を実施し、それぞれ、大学入試センター試験、個別学力試験、グループ討

論、面接の中から２つを組み合わせて課します。また、現に看護職である人や看護学生を対象に第

3 年次編入学試験を実施します。

３. 選抜方法

【特別入試（推薦入試）】

特別入試（推薦入試 A）では、確かな基礎学力（知識・理解）に加え、意欲・探求力、表現力・

協調性、関心・協働性、思考力・判断力を評価します。このため、総合問題（英語、文系総合問

題、生物 ) に加え、グループ討論を課します。	

帰国子女特別入試 ・ 私費外国人留学生特別入試　学生受入方針
本学は、地域に根ざしながら、世界に開かれた大学となることを目指して、多様な学生の受け入

れを推進しています。

１．求める学生像

①　各学科の専門領域を学ぶために必要な基礎学力、さらに幅広い教養の基盤となる基礎学力を有

する人（知識・理解、技術・技能）

②　各学科の専門領域への強い関心と学習への意欲を有する人（関心・意欲）

③　今までの学習や体験に基づいて自分の考えや意見を積極的に提示し、相手の理解を得るための

基礎的な能力を有している人（表現力）

④　地域社会や国際社会で、人々と協働して問題を見つけ解決するために必要な基礎的なコミュニ

ケーション能力を有する人（思考力・判断力・協働性）

２．入学者選抜の基本方針

帰国子女特別入試

大学入試センター試験、総合問題、調査書、面接など、各学科の定める入学者選抜方法により、

「求める学生像」との合致性を総合的に判断して選抜します。

私費外国人留学生特別入試

日本留学試験（独立行政法人日本学生支援機構により実施）、個別学力試験、面接など、各学

科の定める入学者選抜方法により、「求める学生像」との合致性を総合的に判断して選抜します。
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Ⅱ　入学定員と募集人員（平成 31 年度入学者選抜）

（注）１　一般入試の「前期日程」および「後期日程」は、分離・分割方式の区分によります。

２　「推薦入試Ａ」は、高等学校を平成 30 年度中に卒業または卒業見込みの者を対象とします。

３　「推薦入試Ｂ」は、高等学校の職業に関する学科若しくは総合学科を平成 30 年度中に卒業または卒

業見込みの者を対象とします。ただし、工業に関する科目を 20 単位以上取得した者または取得見込

みの者に限ります。

４　「推薦入試Ｃ」は、高等学校を平成３０年度中に卒業または卒業見込みの者を対象とし、「推薦入試Ａ」

および「推薦入試Ｂ」の出願資格に付されている地域等の条件を付さないものとします。なお「推薦

入試Ａ」と「推薦入試Ｃ」の併願はできません。

５　特別入試の合格者数は、試験結果によって、募集人員を下回る場合があります。

６　環境科学部環境政策・計画学科は、推薦入試 A、推薦入試 C の募集区分において、合格者が募集人

員に満たない場合は、学科の推薦入試募集人員（12 名）に達するまで、各区分の人員を超えて合格者

を決定する場合があります。
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Ⅲ　推薦入試

　本学には、地域等の条件を付す【推薦入試Ａ】と【推薦入試Ｂ】に加えて、地域等の条件を付さな

い【推薦入試Ｃ】の３つの推薦入試があります。

１　出願資格

【推薦入試Ａ・推薦入試Ｂ】

次の (1) ～ (3) のいずれの条件にも該当し、出身学校長が責任をもって推薦でき、合格した場合は、

必ず本学に入学することを確約できる者とします。

ただし、環境科学部環境政策・計画学科、環境科学部環境建築デザイン学科、工学部材料科学科、

工学部機械システム工学科、工学部電子システム工学科、人間文化学部生活デザイン学科、人間文

化学部生活栄養学科を志願する者については、平成 31 年度大学入試センター試験のうち、本学の

指定する教科・科目を登録し、受理された者であって、次の (1) ～ (3) のいずれの条件にも該当し、

出身学校長が責任をもって推薦でき、合格した場合は、必ず本学に入学することを確約できる者と

します。

　(1)　卒業等の条件……次のいずれかに該当する者

①　高等学校もしくは中等教育学校を平成30年度中に卒業または卒業見込みの者

② 「推薦入試Ｂ」は、高等学校の職業に関する学科若しくは総合学科を平成30年度中に卒業ま

たは卒業見込みの者で、工業に関する科目を20単位以上を取得した者または取得見込みの者

に限ります

③　通常の課程による12年の学校教育を平成30年度中に修了または修了見込みの者

④　大学入学資格が付与されている専修学校の高等課程の学科を平成30年度中に修了または修

了見込みの者

⑤　各種学校を平成30年度中に卒業または卒業見込みの者で、本学の個別の入学資格審査によ

り、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で、平成31年3月31日までに

18歳に達するもの

 ※ (1)の⑤により出願を希望する者については、出願前の平成30年10月12日（金）までに教務

課入試室（電話0749-28-8217・8243）へ連絡し、入学資格審査を受けてください。

　(2)　地域等の条件……次のいずれかに該当する者

①　滋賀県内の学校を平成30年度中に卒業（修了）または卒業（修了）見込みの者

②　入学の1年前（平成30年４月１日）から引き続き本人または保護者（親権者）が滋賀県内に

居住している者

　(3)　学科に対する適性の条件

人物が優れ、志望する学科のアドミッション・ポリシーに対し適性を有し、学習意欲のある者

とします。

  

【推薦入試Ｃ】

次の (1) ～ (2) のいずれの条件にも該当し、出身学校長が責任をもって推薦でき、合格した場

合は必ず本学に入学することを確約できる者とします。

ただし、環境科学部環境政策・計画学科および人間文化学部生活デザイン学科を志願する者に

ついては、平成 31 年度大学入試センター試験のうち、本学の指定する教科・科目を登録し、受

理された者であって、次の (1) ～ (2) のいずれの条件にも該当し、出身学校長が責任をもって推

薦でき、合格した場合は、必ず本学に入学することを確約できる者とします。

　(1)　卒業等の条件……次のいずれかに該当する者

①　高等学校もしくは中等教育学校を平成30年度中に卒業または卒業見込みの者

②　通常の課程による12年の学校教育を平成30年度中に修了または修了見込みの者

③　大学入学資格が付与されている専修学校の高等課程の学科を平成30年度中に修了または修

了見込みの者

④　各種学校を平成30年度中に卒業または卒業見込みの者で、本学の個別の入学資格審査によ
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り、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で、平成31年3月31日までに

18歳に達するもの

 ※ (1)の④により出願を希望する者については、出願前の平成30年10月12日（金）までに教務

課入試室（電話0749-28-8217・8243）へ連絡し、入学資格審査を受けてください。

　(2)　学科に対する適性の条件

人物が優れ、志望する学科のアドミッション・ポリシーに対し適性を有し、学習意欲のある

者とします。

２　推薦人数

　　出身学校長が推薦できる人数は、各学科ごとに推薦入試Ａ・Ｂ・Ｃを含め２名までとします。

　　ただし、人間看護学科は３名までです。

３　選抜方法

　【推薦入試Ａ・推薦入試Ｂ】

学 部・学 科 名 選  抜  方  法

環境科学部　　環境生態学科

　　　　　　　 生物資源管理学科

人間文化学部　 地域文化学科

　　　　　　　 人間関係学科

　　　　　　　 国際コミュニケーション学科

人間看護学部　 人間看護学科

大学入試センター試験を免除し、総合問題

および評定平均値を含む調査書などに基づく

面接の結果を総合して選抜します。

環境科学部　　環境政策・計画学科

　　　　　　　 環境建築デザイン学科

工　学　部　　材料科学科

　　　　　　　 機械システム工学科

　　　　　　　 電子システム工学科

人間文化学部　 生活デザイン学科

　　　　　　　 生活栄養学科

大学入試センター試験を課し、大学入試セ

ンター試験の成績および評定平均値を含む調

査書などに基づく面接の結果を総合して選抜

します。

　【推薦入試Ｃ】

学 部・学 科 名 選  抜  方  法

環境科学部　環境生態学科

人間文化学部  地域文化学科

大学入試センター試験を免除し、総合問題

および評定平均値を含む調査書などに基づく

面接の結果を総合して選抜します。

環境科学部  環境政策・計画学科

人間文化学部　生活デザイン学科

大学入試センター試験を課し、大学入試セ

ンター試験の成績および評定平均値を含む調

査書などに基づく面接の結果を総合して選抜

します。

環境科学部　環境建築デザイン学科
評定平均値を含む調査書などに基づく面接

の結果により選抜します。
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　(1)　選抜期日・時間割

　　　１）選抜期日　平成３０年１１月２５日（日）

　　　２）時 間 割

学部・学科
時　　　　　　間　　　　　　割

    9:15   9:30　　　　　11:30　　    　12:45　　  13:00　　　　　　　　  17:00

【環境科学部】
環境生態学科
生物資源管理学科

【人間文化学部】
　地域文化学科
　人間関係学科
　国際コミュニケーション学科

【人間看護学科】

入
　
室

総合問題
面　接
控室に
入　室

面　　接

学部・学科             12:30          12:45        13:00          　　　　　 17:00

【環境科学部】　  環境政策・計画学科
環境建築デザイン学科 

【工　学　部】　  材料科学科
機械システム工学科
電子システム工学科

【人間文化学部】  生活デザイン学科
生活栄養学科

受験者
控室に
集　合

面　接
控室に
入　室

面　　接

　(2)　試験会場

　　 　滋賀県立大学（〒 522-8533 彦根市八坂町 2500）〈案内図は裏表紙中面に記載〉

　　 　ＪＲ南彦根駅西口からバスで県立大学行き約 15 分

　(3)　試験および面接の時間　

　　 ① 総合問題　　　　１２０分

　　 ② 個別面接　　　　　１０分程度（口頭試問を実施する場合を除く）

　　 ③ グループ面接　　　３０分程度

　(4)　試験科目・面接の方法・配点

【推薦入試Ａ】

学部 学　　　　科 試験科目（配点） 面接方法（配点） 備　　考

環
境
科
学
部

環境生態学科 総合問題（100） 個別面接（100）

環境政策・計画学科 ｾﾝﾀｰ試験（600） 個別面接（600） 注１

環境建築デザイン学科 ｾﾝﾀｰ試験（600） 個別面接（600） 注１

生物資源管理学科 総合問題（100） 個別面接（100）

工
学
部

材料科学科 ｾﾝﾀｰ試験（600） 個別面接（200） 注１、注２

機械システム工学科 ｾﾝﾀｰ試験（800） 個別面接（200） 注１

電子システム工学科 ｾﾝﾀｰ試験（800） 個別面接（200） 注１

人
間
文
化
学
部

地域文化学科 総合問題（100） 個別面接（100） 注２

生活デザイン学科 ｾﾝﾀｰ試験（400） 個別面接（200） 注１、注２

生活栄養学科 ｾﾝﾀｰ試験（450） 個別面接（200） 注１

人間関係学科 総合問題（100） 個別面接（100）

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 総合問題（100） 個別面接（100） 注２

人間看護学部 　人間看護学科 総合問題（200） ｸﾞﾙｰﾌﾟ面接（100） 注３
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【推薦入試 B】

学部 学　　　　科 試験科目（配点） 面接方法（配点） 備　　考

工
学
部

材料科学科 ｾﾝﾀｰ試験（600） 個別面接（200） 注１、注２

機械システム工学科 ｾﾝﾀｰ試験（700） 個別面接（300） 注１、注４

電子システム工学科 ｾﾝﾀｰ試験（800） 個別面接（400） 注１、注２

【推薦入試 C】

学部 学　　　　科 試験科目（配点） 面接方法（配点） 備　　考

環
境
科
学
部

環境生態学科 総合問題（100） 個別面接（100）

環境政策・計画学科 ｾﾝﾀｰ試験（600） 個別面接（600） 注１

環境建築デザイン学科 個別面接（100） 注５

人
間
文
化
学
部

地域文化学科 総合問題（100） 個別面接（100） 注２

生活デザイン学科 ｾﾝﾀｰ試験（400） 個別面接（200） 注１、注２

注１　大学入試センター試験の利用教科・科目は別表１（22 ～ 25 ページ）のとおりです。

注２　個別面接時に志望する学科のアドミッション・ポリシーに沿った口頭試問を実施します。

注３　グループ面接は、当日の面接試験前に発表するテーマについて、グループ討論の形式で行

います。

注４　工学部機械システム工学科 ( 推薦入試Ｂ ) は、個別面接時に数学および物理に関する口頭

試問を実施します。

注５　環境建築デザイン学科（推薦入試Ｃ）は個別面接時に、建築・デザインに関わる作品等こ

れまでの活動成果について、５分間のプレゼンテーションを行ってもらいます。活動成果を

具体的に表現するものを面接時に持参してください。なお、建築・デザインに関わる顕著な

実績（例えば、全国規模のコンクール受賞など）があれば、積極的にプレゼンテーションに

加えてください。

　(5)　試験科目の内容　

総合問題は、英語力を問う設問が出題されるほか、志望する学科において履修上必要と考え

られる基礎的な学力を測る設問が出題されます。

４　出願手続き

(1)　受付期間  平成３０年１１月１日 ( 木 ) から１１月８日 ( 木 ) まで（必着）

  出願にあたっては、志願者ごとに所定の出願書類提出用封筒 [ Ｉ票 ] を用い、学校ごとに一括

して、書留速達扱いの郵送または直接持参により提出してください。

　持参による場合の受付時間は、土 ･ 日および祝祭日を除く平日の午前９時から午前 11 時 30 分

および午後０時 30 分から午後５時までとします。

  なお、出願書類は受付期間最終日必着のため、郵送にかかる期間を十分考慮のうえ発送してく

ださい。（出願期間後に到着したものは、受理しません。）

(2)　願書提出先

　　　〒 522-8533　	滋賀県彦根市八坂町 2500

      　          　　	 滋賀県立大学　入学試験実施本部（管理棟２階教務課）（☎ 0749-28-8226)
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(3)　出願書類

出願に必要な書類 作 成 方 法

Ａ１票 入 学 志 願 票（ 原 票 ）
・39～43ページの記入例および記入上の注意を参照のう

え、必要事項をもれな・く記入してください。

・受験票・写真票の写真貼付欄には縦４cm×３cmの写真

（正面上半身無帽、背景なし、出願前３か月以内に撮影し

たもの）を、はがれないようにしっかりと貼付してくださ

い。

Ｂ票 入学志願票（電算処理票）

Ｃ票 住       所       票

Ｄ票 受       験       票

Ｅ票 写       真       票

Ｆ票 入 学 検 定 料 振 込 確 認 票
　所定欄に収納印を受けた「入学検定料振込金受領証明書を

貼付してください。

調 査 書 ま た は
成 績 証 明 書 な ど

　文部科学省所定の様式により出身学校長が作成し、厳封し

たもの。なお、大学入学資格が付与されている専修学校およ

び各種学校については、成績証明書など文部科学省の所定の

様式に準じて作成し、提出してください。

Ｇ票 推       薦       書
　本学所定の様式により出身学校長が作成し、厳封して提出

してください。

Ｈ票 受 験 票 返 送 用 封 筒
　受験票返送先の住所、氏名、郵便番号を明記し、82 円分

の郵便切手を貼付してください。

Ｉ票 出 願 書 類 提 出 用 封筒
　「出願区分 ｣ 欄の「推薦入試 A − C｣ に○印をし、必要事項

を記入してください。

入学検定料　１７，０００円

・入学検定料は、本学所定の「入学検定料振込依頼書」により、出願受付期間の３週間前から出願受

付最終日までの間に、指定の金融機関に振り込んでください。なお、ＡＴＭ（現金自動預け払い機）

は利用できません。

・振り込み後、「入学検定料振込金受取書」および「入学検定料振込金受領証明書」を受け取り、収納

印があることを確認してください。なお、収納印を受けた「入学検定料振込金受領証明書」は入学

検定料振込確認票の所定欄に貼付してください。

＊推薦入試ＡまたはＢを志望する者で滋賀県内の学校以外の方は、次の J1 票または J2 票を添付して

ください。

Ｊ１票
記 載 事 項 証 明 書

（本 人 用）
本人が滋賀県内に居住している場合（J2 票は不要）

Ｊ２票
記 載 事 項 証 明 書

（保 護 者 用）

保護者 ( 親権者 ) のみが滋賀県内に居住している場合
＊保護者 ( 親権者 ) である旨の学校長の証明を書き添えてく

ださい。

（注）Ａ１票～Ｊ２票の各書類は、本冊子に添付されています。
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(4)　障がい等がある入学志願者との事前相談

  障がい等のある入学志願者で、受験上および修学上の配慮を希望する場合は、できるだけ早い

時期（平成 30 年 10 月 12 日 ( 金 ) まで）に滋賀県立大学教務課　入試室 ( ☎ 0749-28-8217・

8243、Ｅ -mail : nyushi@office.usp.ac.jp) まで連絡し、相談してください。

　出願締切後に、不慮の事故等のため、受験上および修学上の配慮を希望する場合は、速やか

に上記連絡先まで連絡し、相談してください。

５　合格発表

(1)　発表期日

1) 総合問題または面接のみを課す学部・学科および推薦入試Ｃの環境建築デザイン学科

　　　　 平成３０年１２月１１日（火）午前９時

2) 大学入試センター試験を課す学部・学科

　　　平成３１年　２月１３日（水）午前９時　

　滋賀県立大学構内に掲示板を設け、合格者の受験番号を掲示するとともに、出身学校長に合格

者名を通知し、合格者には合格通知書を郵送します。

　なお、電話等による問い合わせには応じません。

(2)　合格速報サービス

　携帯電話サイトで同時刻より合格者を速報します。詳しくは巻頭の「携帯電話サイトとインター

ネットによる入試情報について」をご覧ください。

(3)　合格しなかった者の取扱い

　選抜の結果、合格しなかった者は、本学の ｢ 平成 31 年度学生募集要項【一般入試】｣ に定めら

れた出願手続をとって、前期日程試験および後期日程試験を受験することができます。

　ただし、本学の指定する大学入試センター試験の教科・科目を受験する必要があります。

　なお、大学入試センター試験を課す学部・学科を受験した者は、合格発表に先立って一般入試

の出願手続をする必要があります。

６　試験結果の開示

　公立大学法人滋賀県立大学の保有する個人情報の保護等に関する規程第 13 条に基づき、受験者

本人が次により自己の試験結果を開示請求することができます。

 (1)　開示内容

　　　推薦入試試験にかかる順位

 (2)　受付・開示期間  

1) 総合問題または面接のみを課す学部・学科

平成３０年１２月１２日 ( 水 ) から平成３１年 1 月１１日 ( 金 ) まで

2) 大学入試センター試験を課す学部・学科

平成３１年 2 月１４日 ( 木 ) から平成３１年 3 月１４日 ( 木 ) まで

　　受付時間は、土 ･ 日 ･ 祝祭日、年末年始 (12/29 ～ 1/3)、２月 25 日（月）および３月 12 日（火）を

除く平日の午前９時から午前 11 時 30 分および午後０時 30 分から午後５時までとします。

 (3)  開示場所

　　　滋賀県立大学 事務局教務課　管理棟　２階　

 (4)　持参するもの

　　　受験票
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 (5)　その他

　　　・電話等による問い合わせには応じません。

　　　・本人以外の請求には応じません。

７　注意事項

 (1)　出願手続上の注意事項

①　大学入試センター試験を課す学部・学科を志願する者は、出願にあたって本学が指定してい

る「大学入試センター試験利用教科・科目」（21 ～ 23 ページ）を登録しているかを必ず確認

してください。

②　必要な書類がすべてそろっていない場合は受け付けないので、出願の際には十分確認してく

ださい。また、郵送の場合には所要日数を十分に考慮して発送してください。

③　入学を許可した後であっても、出願書類の記載と相違する事実が発見された場合には、入学

を取り消すことがあります。

④　出願受付後には出願事項の変更は認めません。ただし、氏名、住所、電話番号に変更があっ

た場合には、滋賀県立大学入学試験実施本部まで連絡してください。

⑤  試験日の３日前までに受験票が届かないときは、滋賀県立大学入学試験実施本部まで問い合

わせてください。

⑥　一度正式に受付をした出願書類および受領した入学検定料は、理由のいかんを問わず返還し

ません。ただし、次の ( ｱ ) または ( ｲ ) に該当する者は、入学検定料の一部または全部を返還

しますので、大学にその旨を申し出て、所定の返還手続をしてください。

　　( ア )　入学検定料を振り込んだ者で、出願期間内に出願書類を提出しなかった者

　　( イ )　入学検定料を誤って二重に振り込んだ者

 (2)　受験上の注意事項

①　試験当日は、「本学受験票」を必ず持参してください。また、受験票に同封する「受験上の

注意事項」をよく読んで受験してください。

②　総合問題の受験者は、入室時刻までに指定された試験室に入室し、着席してください。また、

大学入試センター試験を課す学部学科の受験者 ( 面接のみの受験者 ) は、当日指定された集合

時刻までに受験者控室に集合し、待機してください。

③　総合問題の開始後は、30 分以内の遅刻に限り受験を認めますが、試験時間の延長は行いま

せん。

④　総合問題もしくは大学入試センター試験および面接のいずれか一方でも受けなかった者は、

入学者選抜の対象から除きます。

⑤　大学入試センター試験を課す学部・学科の受験者は、本学の指定している「大学入試センター

試験教科・科目」を必ず受験してください。なお、大学入試センター試験の「地理歴史」・「公

民」および「理科②」について、受験科目を 1 科目と指定している学科を受験した場合、２

科目受験した者は、第１解答科目の得点を採用しますので、注意してください。

⑥　当日、受験票を忘れた者は、速やかに試験本部で仮受験票の交付を受けてください。また、

受験票は入学手続の際に必要となるので、試験後も大切に保管してください。

⑦　総合問題 ( または実技試験 ) の時間に使用を許可するものは、鉛筆 ( シャープペンシルも可 )､

消しゴム、鉛筆削り、時計 ( 計時機能のみのもの ) に限ります。

⑧　試験室での受験者間の物品の貸借は一切認めません。
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⑨　試験場や南彦根駅前などで、金銭を必要とする合格電報等の受付を行う者がいても、滋賀県

立大学とは一切関係がありません。住所や電話番号を相手方に伝え、その後、トラブル等が生

じても、本学では責任を負えないので注意してください。

⑩　選抜期日の前日に限り試験場の下見はできますが、建物内への立入はできません。

⑪  その他必要が生じた場合には、受験票送付の際に併せて通知します。

 (3)  その他の注意事項

①　合格者が入学を辞退することは基本的に認められませんが、特別の事情により入学辞退を希

望する者は、平成 30 年 12 月 18 日 ( 火 ) までに（大学入試センター試験を課す学部・学科の

合格者は平成 31 年 2 月 19 日 ( 火 ) までに）「推薦入学辞退願」( 様式は問わない。) を出身学

校長と連署の上、本学学長あてに提出し、その許可を得なければなりません。

②　本学推薦入試の合格者は、他の国公立大学 ( 独自日程で入学者選抜を行う公立大学・学部を

除く。) に出願しても受験することはできません。たとえ受験しても、受験者として取り扱わ

れません。　　　

　( 特別な事情により入学辞退せざるを得ない者で、推薦を行った学校長と連署の推薦入学辞退

願を提出し、許可された場合はこの限りではありません。)

③　本学の推薦入試の不合格者および合格者のうち入学辞退を許可された者は、通常の国公立大

学の個別学力検査等に出願することができます。ただし、当該大学の指定する大学入試センター

試験教科・科目を受験することが必要です。
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基
」
,
「
地
基
」
か
ら
２

ま
た
は
「
物
」
,
「
化
」
,
「
生
」
,
「
地
学
」
か
ら
１

外
国
語

「
英
」
,「
独
」
,「
仏
」
,「
中
」
,「
韓
」
か
ら
１
　（

注
１
）

[
４
教
科
４
（
５
）
科
目

]

生
活
栄
養
学
科

国
語

「
国
」
 
 

1
0
0

5
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

4
5
0
 

地
歴

「
世
Ｂ
」
,
「
日
Ｂ
」
,
「
地
理
Ｂ
」

公
民

「
倫

･
政
経
」
　

数
学

「
数
Ⅰ

･
数
Ａ
」
,
「
数
Ⅱ

･
数
Ｂ
」
,
「
簿
」
,
「
情
報
」
か
ら
２
　
（
注
２
）

理
科

「
物
」
,
「
化
」
,
「
生
」
か
ら
２

外
国
語

「
英
」
　
（
注
１
）

[
５
教
科
７
科
目

]

か
ら
１
　
（
注
３
）

国
、
地
歴
公
民
、

数
、
理
か
ら

3
教
科
選
択

　
　
　（

注
3）

か
ら
１

か
ら
１
（
注

3
）
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学
部
名

学
科
名

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
利
用
教
科
・
科
目
等

大
学

入
試

セ
ン

タ
ー

試
験

の
配

点
等

国
語

地
歴

公
民

数
学

理
科

外
国

語
合

計

工
学
部

材
料
科
学
科

国
語

「
国
」
 
 

5
0

2
0
0

2
5
0

1
0
0

6
0
0
 

数
学

「
数
Ⅰ
・
数
Ａ
」
と

「
数
Ⅱ
・
数
Ｂ
」
,
「
簿
」
,
「
情
報
」
　
か
ら
１
　
（
注
２
）

理
科

「
物
」
と
「
化
」

外
国
語

「
英
」
　
（
注
１
）

[
４
教
科
６
科
目

]

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科

国
語

「
国
」
 
 

1
0
0

2
0
0

2
0
0

2
0
0

7
0
0
 

数
学

「
数
Ⅰ
・
数
Ａ
」
と

「
数
Ⅱ
・
数
Ｂ
」
,
「
簿
」
,
「
情
報
」
　
か
ら
１
　
（
注
２
）

理
科

「
物
」

外
国
語

「
英
」
　
（
注
１
）

[
４
教
科
５
科
目

]

電
子
シ
ス
テ
ム
工
学
科

国
語

「
国
」
 
 

1
0
0

1
0
0

2
0
0

2
0
0

2
0
0

8
0
0
 

地
歴

｢
世
Ａ

｣
,｢

世
Ｂ

｣
,｢

日
Ａ

｣
,｢

日
Ｂ

｣
,｢

地
理
Ａ

｣
,｢

地
理
Ｂ
」

公
民

｢
現
社

｣
,
｢
倫

｣
,
｢
政
経

｣
,
｢
倫

･
政
経
」
　

数
学

「
数
Ⅰ
・
数
Ａ
」
と

「
数
Ⅱ
・
数
Ｂ
」
,「

簿
」
,「

情
報
」
　
か
ら
１
　
（
注
２
）

理
科

「
物
」
と
「
化
」

外
国
語

「
英
」
　
（
注
１
）

[
５
教
科
７
科
目

]

学
部
名

学
科
名

大
学

入
試

セ
ン

タ
ー

試
験

の
利

用
教

科
・

科
目

等

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
配
点
等

国
語

地
歴

公
民

数
学

理
科

外
国
語

合
計

環
境
科
学
部

環
境
政
策
・
計
画
学
科

国
語

「
国
」
 
 

1
0
0

1
0
0

2
0
0

1
0
0

1
0
0

6
0
0
 

地
歴

「
世
Ａ
」
,
「
世
Ｂ
」
,
「
日
Ａ
」
,
「
日
Ｂ
」
,
「
地
理
Ａ
」
,
「
地
理
Ｂ
」

公
民

「
現
社
」
,
「
倫
」
,
「
政
経
」
,
「
倫

･
政
経
」
　

数
学

「
数
Ⅰ
」
,「

数
Ⅰ

･
数
Ａ
」
,「

数
Ⅱ
」
,「

数
Ⅱ

･
数
Ｂ
」
,「

簿
」
,
 「
情
報
」
　
か
ら
２
　
（
注
２
）

理
科

「
物
基
」
,
「
化
基
」
,
「
生
基
」
,
「
地
基
」
か
ら
２

ま
た
は
「
物
」
,
「
化
」
,
「
生
」
,
「
地
学
」
か
ら
１
　
（
注
３
）

外
国
語

「
英
」
　
（
注
１
）

[
５
教
科
６
（
７
）
科
目

]
　

人
間
文
化
学
部

生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科

国
語

「
国
」
 
 

*
1
0
0

*
1
0
0

*
1
0
0

*
1
0
0

1
0
0

4
0
0
 

地
歴

「
世
Ａ

｣
,｢

世
Ｂ

｣
,｢
日
Ａ

｣
,｢
日
Ｂ

｣
,｢

地
理
Ａ

｣
,｢

地
理
Ｂ
」

公
民

「
現
社
」
,「
倫
」
,「
政
経
」
,「
倫

･
政
経
」 　

数
学

「
数
Ⅰ

｣,
｢
数
Ⅰ
･
数
Ａ

｣,
｢
数
Ⅱ

｣,
｢
数
Ⅱ
･
数
Ｂ

｣,
｢
簿

｣,
｢
情
報
」
か
ら
１
 （
注
２
） 

  
 

理
科

「
物
基
」
,「
化
基
」
,「
生
基
」
,「
地
基
」
か
ら
２

ま
た
は
「
物
」
,「
化
」
,「
生
」
,「
地
学
」
か
ら
１

外
国
語

「
英
」
,「
独
」
,「
仏
」
,「
中
」
,「
韓
」
か
ら
１（

注
１
）

[
４
教
科
４
（
５
）
科
目

]
　

　
【

推
薦

入
試

B
】

　
【

推
薦

入
試

C
】

か
ら
１
（

注
3
）

か
ら
１
（
注

3
）

か
ら
１

国
、
地
歴
公
民
、

数
、
理
か
ら

3
教
科
選
択

　
　
 
 
 （
注

3）
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特
記
事
項

大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
試
験
の
利
用
教
科
・
科
目
名
の
表
記
に
つ
い
て

１
　
利
用
教
科
名
は
次
の
よ
う
に
略
し
て
い
ま
す

。

　
　
　
国
語
→

国
、
地
理
歴
史
・
公
民
→
地
歴
公
民
、
数
学
→
数
、
理
科
→
理
、
外
国
語
→
外

２
　
利
用
科
目
名
は
次
の
よ
う
に
略
し
て
い
ま
す

。

「
国
語
」
→
「
国
」

「
世
界
史

A
」
→
「
世

A
」
、
「
世
界
史

B
」
→
「
世

B
」
、
「
日
本
史

A
」
→
「
日

A
」
、
「
日
本
史

B
」
→
「
日

B
」
、
「
地
理

A
」
→
「
地
理

A
」
、
「
地
理

B
」
→
「
地
理

B
」
、

「
現
代
社
会
」
→
「
現
社
」
、
「
倫
理
」
→
「
倫
」
、
「
政
治
・
経
済
」
→
「
政
経
」
、
「
倫
理
、
政
治
・
経
済
」
→
「
倫
・
政
経
」

「
数
学
Ⅰ
」
→
「
数
Ⅰ
」
、
「
数
学
Ⅰ
・
数
学

A
」
→
「
数
Ⅰ
・
数

A
」
、
「
数
学
Ⅱ
」
→
「
数
Ⅱ
」
、
「
数
学
Ⅱ
・
数
学

B
」
→
「
数
Ⅱ
・
数

B
」
、
「
簿
記
・
会
計
」
→
「
簿
」
、
「
情
報
関
係
基
礎
」
→
「
情
報
」

「
物
理
基
礎
」
→
「
物
基
」
、「

化
学
基
礎
」
→
「
化
基
」
、「

生
物
基
礎
」
→
「
生
基
」
、「

地
学
基
礎
」
→
「
地
基
」
、「

物
理

」
→
「
物
」
、「

化
学
」
→
「
化
」
、「

生
物
」
→
「
生
」
、「

地
学
」
→
「
地
学
」

「
英
語
」
→
「
英
」
、
「
ド
イ
ツ
語
」
→
「
独
」
、
「
フ
ラ
ン
ス
語
」
→
「
仏
」
、
「
中
国
語
」
→
「
中
」
、
「
韓
国
語
」
→
「
韓
」

３
　
次
の
例

の
よ
う
に
利
用
科
目
名
、
利
用
方
法
を
示
し
て
い
ま
す
。

［
例
］
　
「
物
理
」
、
「
化
学
」
、
「
生
物
」
か
ら
１

科
目
を
選
択
　
→
　
「
物
」
,
「
化
」
,
「
生
」
　
か
ら
１

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
・
個
別
学
力
検
査
等
の
配
点
等
欄
に
つ
い
て

１
　
配
点
に

＊
印
を
付
し
て
あ
る
教
科
は
選
択
教
科
を
表
し
ま
す
。

２
　
大
学
入

試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
外
国
語
の
「
英
語
」
は
「
筆
記
（
2
0
0
点
満
点
）
」
と
「
リ
ス
ニ
ン
グ
（
5
0
点
満
点
）
」
の
合
計
（
2
5
0
点
満
点
）
を
学
科
の
傾
斜
配
点
に
換
算
し
て
利
用
し
ま
す
。

注
意
事
項

【
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
利
用
教
科
・
科
目
等
】
欄

(
注
１
)
 
 
 
外
国
語
の
「
英
語
」
は
リ
ス
ニ
ン
グ
を
含
み
ま
す
。
（
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
か
ら
リ
ス
ニ
ン
グ
を
免
除
さ
れ
た
者
を
除
く
）

(
注
２
)
　
｢
簿
記
・
会
計

｣
お
よ
び

｢
情
報
関
係
基
礎

｣
を
選
択
解
答
で
き
る
者
は
、
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
科
目
を
履
修
し
た
者
お
よ
び
文
部
科
学
大
臣
の
指
定
を
受
け

た
専
修
学
校
高
等
課
程
の
学
科
の
修
了
（
見
込
み
）
の
者
に
限
り
ま
す
。

(
注
３
)
 
 
 
指
定
さ
れ
た
教
科
（
又
は
科
目
）
の

範
囲
内
で
、
必
要
と
す
る
教
科
（
又
は
科
目
）
数
を
超
え
て
受
験
し
て
い
る
場
合
、
得
点
の
高
い
教
科
（
又
は
科
目
）
の
得
点
を
採
用
し
ま
す
。
た
だ
し
、

「
地
理
歴
史
」
、
「
公
民
」
及
び
「
理
科
②
」
に
お
い
て
受
験
科
目
を
１
科
目
と
指
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
２
科
目
受
験
し
た
場
合
は
、
第
１
解
答
科
目
の
得
点
を
採
用
し
ま
す
。
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Ⅳ　帰国子女特別入試  

１　出願資格

日本国籍を有する者および日本国の永住許可を得ている者、その他これに準ずる者であって、保

護者の海外勤務等の事情により外国の学校教育を受けている者のうち、以下の各号のいずれかに該

当する者です。

　ただし、環境科学部環境政策・計画学科、環境科学部環境建築デザイン学科、工学部材料科学

科、工学部機械システム工学科、工学部電子システム工学科、人間文化学部生活デザイン学科、人

間文化学部生活栄養学科を志願する者については、平成31年度大学入試センター試験のうち、本

学の指定する教科・科目を登録し、受理された者で、日本国籍を有する者および日本国の永住許可

を得ている者、その他これに準ずる者であって、保護者の海外勤務等の事情により外国の学校教育

を受けている者のうち、以下の各号のいずれかに該当する者とします。

  

(1)　外国の教育制度に基づく教育機関において、最終学年を含め２学年以上継続して学校教育を

受け、12年の課程(日本における通常の課程による学校教育の期間を含む。)を平成29年４月１

日から平成31年３月31日までに卒業(修了)した者および卒業(修了)見込みの者

(2)　外国の教育制度に基づく教育機関において、２年以上継続して学校教育を受け、12年の課程

(日本における通常の課程による学校教育の期間を含む。)を中途退学し、引き続き日本の高等学

校の第３学年に編入学を認められた者で、平成31年３月卒業見込みの者

(3)　外国において、スイス民法典に基づく財団法人である国際バカロレア事務局から国際バカロ

レアの資格証書を平成29年４月１日以降に授与された者で、平成31年３月31日までに18歳に達

する者

(4)　ドイツ連邦共和国の各州において、大学入学資格として認められているアビトゥア資格を平

成29年４月１日以降に取得した者で、平成31年３月31日までに18歳に達する者

(5)　フランス共和国において、大学入学資格として認められているバカロレア資格を平成29年４

月１日 以降に授与された者で、平成31年３月31日までに18歳に達する者

(6)　グレート・ブリテン及び北部アイルランド連合王国において、大学入学資格として認められ

ているＧＣＥＡレベル資格を平成29年４月１日 以降に授与された者で、平成31年３月31日まで

に18歳に達する者

(注)  (1)および(2)において、外国に設置された教育機関であっても、日本の学校教育法に準

拠した教育を施している学校に在学した者については、その期間は、外国において学

校教育を受けたものとはみなされません。
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２　選抜方法

学 部 ・ 学 科 名 選  　抜  　方  　法

環境科学部　　　環境生態学科

生物資源管理学科

人間文化学部　　 地域文化学科

人間関係学科

国際コミュニケーション学科

人間看護学部　　 人間看護学科

大学入試センター試験を免除し、総合問題

および評定平均値を含む調査書などに基づく

面接の結果を総合して選抜します。

環境科学部  　　環境政策・計画学科

環境建築デザイン学科

工　学　部　　  材料科学科

機械システム工学科

電子システム工学科

人間文化学部　　 生活デザイン学科

生活栄養学科

大学入試センター試験を課し、大学入試セ

ンター試験の成績および調査書などに基づく

面接の結果を総合して選抜します。

　(1)　選抜期日・時間割

　　１）選抜期日　平成３０年１１月２５日（日）

　　２）時 間 割

学部・学科
時　　　　　　間　　　　　　割

    9:15   9:30　　　　　11:30　　   　12:45　　  13:00　　　　　　　　  17:00

【環境科学部】

環境生態学科

生物資源管理学科

【人間文化学部】

　地域文化学科

　人間関係学科

　国際コミュニケーション学科

【人間看護学科】

入
　
室

総合問題
面　接
控室に
入　室

面　　接

学部・学科             12:30          12:45        13:00          　　　　　 17:00

【環境科学部】　  環境政策・計画学科

環境建築デザイン学科 

【工　学　部】　  材料科学科

機械システム工学科

電子システム工学科

【人間文化学部】  生活デザイン学科

生活栄養学科

受験者
控室に
集　合

面　接
控室に
入　室

面　　接

　(2)　 試験会場

滋賀県立大学（〒 522-8533 彦根市八坂町 2500）〈案内図は裏表紙中面に記載〉

ＪＲ南彦根駅西口からバスで県立大学行き約 15 分
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　(3)　 試験科目・面接の方法・配点

学部 学　科 試験科目（配点） 面接方法（配点） 備　考

環
境
科
学
部

環境生態学科 総合問題（100） 個別面接（100） 注２

環境政策・計画学科 ｾﾝﾀｰ試験（600） 個別面接（600） 注１

環境建築デザイン学科 ｾﾝﾀｰ試験（400） 個別面接（400） 注１

生物資源管理学科 総合問題（100） 個別面接（100） 注２

工
学
部

材料科学科 ｾﾝﾀｰ試験（600） 個別面接（200） 注１、注３

機械システム工学科 ｾﾝﾀｰ試験（800） 個別面接（200） 注１

電子システム工学科 ｾﾝﾀｰ試験（800） 個別面接（200） 注１

人
間
文
化
学
部

地域文化学科 総合問題（100） 個別面接（100） 注２、注３

生活デザイン学科 ｾﾝﾀｰ試験（300） 個別面接（150） 注１、注３

生活栄養学科 ｾﾝﾀｰ試験（300） 個別面接（100） 注１、注３

人間関係学科 総合問題（100） 個別面接（100） 注２

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 総合問題（100） 個別面接（100） 注２、注３

人間看護学部 　人間看護学科 総合問題（200） 個別面接（100） 注２

注１　大学入試センター試験の利用教科・科目は別表２（30 ～ 31 ページ）のとおりです。

注２　総合問題の試験時間は、120 分とし、英語力を問う設問を含みます。

注３　工学部材料科学科、人間文化学部地域文化学科、生活デザイン学科、生活栄養学科および

国際コミュニケーション学科は、面接時に志望する学科のアドミッション・ポリシーに沿っ

た口頭試問を実施します。

３　出願手続き

　(1)　受付期間  平成３０年１１月１日 ( 木 ) から１１月８日 ( 木 ) まで（必着）

  出願にあたっては、所定の出願書類提出用封筒 [ Ｉ票 ] を用い、書留速達扱いの郵送に限ります。

  なお、出願書類は受付期間最終日必着のため、郵送に掛かる期間を十分考慮のうえ発送してく

ださい。（出願期間後に到着したものは、受理しません。）

　(2)　願書提出先

　　　〒 522-8533　滋賀県彦根市八坂町 2500

      　          滋賀県立大学　入学試験実施本部（管理棟２階教務課）（☎ 0749-28-8226)
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　(3)　出願書類

出願に必要な書類 作　　　　成　　　　方　　　　法

Ａ２票
入 学 志 願 票（ 原 票 ）

[ 裏 面 ] 身 上 調 書

・ 39～43ページの記入例および記入上の注意を参照のうえ、

必要事項をもれなく記入してください。

・大学入試センター試験受験科目申告書（Ａ２－２票）は、

大学入試センター試験を利用する学部・学科を志願する場

合のみ提出してください。

・受験票・写真票の写真貼付欄には縦４cm ×３cm の写真（正

面上半身無帽、背景なし、出願前３か月以内に撮影したも

の）を、はがれないようにしっかりと貼付してください。

Ａ 2-2 票
大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験

受 験 科 目 申 告 書

Ｃ票 住       所       票

Ｄ票 受       験       票

Ｅ票 写       真       票

Ｆ票 入 学 検 定 料 振 込 確 認 票
　所定欄に収納印を受けた「入学検定料振込金受領証明書を

貼付してください。

卒 業 ( 修 了 ) 証 明 書 お

よ び 成 績 証 明 書 等

　外国において、学校教育における 12 年の課程を修了した

者は、最終出身学校の卒業 ( 修了 ) 証明書または卒業 ( 修了 )

見込証明書および成績証明書

　国際バカロレア資格取得者 ､ アビトゥア資格取得者、バカ

ロレア資格 ( フランス共和国 ) 取得者、ＧＣＥＡレベル資格

取得者については、当該試験の資格証書の写しおよび成績証

明書

調　　　　 査　　　 書

日本の高等学校に在籍したことがある者または在学中の者

は、文部科学省の所定の様式により高等学校長が作成し厳封

したもの

志 願 者 お よ び 保 護 者 の

海 外 在 留 証 明 書

志願者が海外に在留したことを証明する書類（志願者のパス

ポートの写し）および保護者が海外に在留したことを証明す

る書類（保護者の所属長が証明した海外勤務証明書（在留期

間、在留地等が記入されているもの）等）　

Ｈ票 受 験 票 返 送 用 封 筒
　受験票返送先の住所、氏名、郵便番号を明記し、82 円分

の郵便切手を貼付してください。

Ｉ票 出 願 書 類 提 出 用 封 筒
　「出願区分 ｣ 欄の「４. 帰国子女特別入試 ｣ に○印をし、必

要事項を記入してください。

入学検定料　１７，０００円

・入学検定料は、本学所定の「入学検定料振込依頼書」により、出願受付期間の３週間前から出願受付

最終日までの間に、指定の金融機関に振り込んでください。なお、ＡＴＭ（現金自動預け払い機）は

利用できません。

・振り込み後、「入学検定料振込金受取書」および「入学検定料振込金受領証明書」を受け取り、収納

印があることを確認してください。なお、収納印を受けた「入学検定料振込金受領証明書」は入学検

定料振込確認票の所定欄に貼付してください。

　（注）Ａ２票～Ｉ票の各書類は、本冊子に添付されています。

（注）英語以外の外国語で書かれた書類については、日本語訳もしくは英語訳を添付してください。



− 29 −

　(4)　障がい等がある入学志願者との事前相談

　障がい等のある入学志願者で、受験上および修学上の配慮を希望する場合は、できるだけ

早い時期（平成30年10月12日(金)まで）に滋賀県立大学教務課　入試室(☎0749-28-8217・

8243、Ｅ-mail : nyushi@office.usp.ac.jp)まで連絡し、相談してください。

　出願締切後に、不慮の事故等のため、受験上および就学上の配慮を希望する場合は、速やか

に上記連絡先まで連絡し、相談してください。

４　合格発表

　(1)　発表期日

　　1)　総合問題または面接のみを課す学部・学科

平成３０年１２月１１日（火）午前９時

2)　大学入試センター試験を課す学部・学科

平成３１年　２月１３日（水）午前９時　

　滋賀県立大学構内に掲示板を設け、合格者の受験番号を掲示するとともに、受験者に合否通

知書を郵送します。なお、電話等による問い合わせには応じません。

　(3)　合格しなかった者の取扱い

　選抜の結果、合格しなかった者は、本学の｢平成31年度学生募集要項【一般入試】｣に定めら

れた出願手続をとって、前期日程試験および後期日程試験を受験することができます。

　ただし、本学の指定する大学入試センター試験の教科・科目を受験する必要があります。

　なお、大学入試センター試験を課す学部・学科を受験した者は、合格発表に先立って一般入

試の出願手続をする必要があります。

５　その他

　出願手続上、受験上の注意事項については、「推薦入試」の項（19～20ページ）を参照してく

ださい。
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学
部
名

学
科
名

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
利
用
教
科
・
科
目
等

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
配
点
等

国
語

地
歴

公
民

数
学

理
科

外
国
語

合
計

環
境
科
学
部

環
境
政
策
・
計
画
学
科

国
語

「
国
」
 
 

2
0
0

2
0
0

2
0
0

6
0
0
 

数
学

「
数
Ⅰ
」
,「
数
Ⅰ
･
数
Ａ
」
,「
数
Ⅱ
」
,「
数
Ⅱ
･
数
Ｂ
」
,「
簿
」
, 「

情
報
」　

か
ら
２
　（

注
２
）

外
国
語

「
英
」
　
（
注
１
）

[
３
教
科
４
科
目

]

環
境

建
築

デ
ザ

イ
ン

学
科

数
学

「
数
Ⅰ
」
,「
数
Ⅰ
･
数
Ａ
」
,「
数
Ⅱ
」
,「
数
Ⅱ
･
数
Ｂ
」
,「
簿
」
, 「

情
報
」　

か
ら
１
　（

注
２
）（

注
３
）

1
0
0

2
0
0

1
0
0

4
0
0
 

理
科

「
物
」
,
「
化
」
,
「
生
」
,
「
地
学
」
か
ら
２

外
国
語

「
英
」
　
（
注
１
）

[
３
教
科
４
科
目

]

工
学
部

材
料
科
学
科

数
学

「
数
Ⅰ
・
数
Ａ
」
と

2
0
0

2
5
0

1
5
0

6
0
0
 

「
数
Ⅱ
・
数
Ｂ
」
，
「
簿
」
，
「
情
報
」
　
か
ら
１
　
（
注
２
）

理
科

「
物
」
と
「
化
」

外
国
語

「
英
」
　
（
注
１
）

[
３
教
科
５
科
目

]

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科

数
学

「
数
Ⅰ
・
数
Ａ
」
と

3
0
0

3
0
0

2
0
0

8
0
0
 

「
数
Ⅱ
・
数
Ｂ
」
，
「
簿
」
，
「
情
報
」
　
か
ら
１
　
（
注
２
）

理
科

「
物
」
と
「
化
」

外
国
語

「
英
」
　
（
注
１
）

[
３
教
科
５
科
目

]
　

電
子
シ
ス
テ
ム
工
学
科

数
学

「
数
Ⅰ
・
数
Ａ
」
と

3
0
0

3
0
0

2
0
0

8
0
0
 

「
数
Ⅱ
・
数
Ｂ
」
，
「
簿
」
，
「
情
報
」
　
か
ら
１
　
（
注
２
）

理
科

「
物
」
と
「
化
」

外
国
語

「
英
」
　
（
注
１
）

[
３
教
科
５
科
目

]
  

　
（
別
表
２
）

　
　【

帰
国

子
女

特
別

入
試

】
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学
部
名

学
科
名

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
利
用
教
科
・
科
目
等

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
配
点
等

国
語

地
歴

公
民

数
学

理
科

外
国
語

合
計

人
間
文
化
学
部

生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科

国
語

「
国
」
 
 

*
1
0
0

*
1
0
0

*
1
0
0

*
1
0
0

1
0
0

3
0
0
 

地
歴

「
世
Ａ
」
,「

世
Ｂ
」
,「

日
Ａ
」
,「

日
Ｂ
」
,「

地
理
Ａ
」
,「

地
理
Ｂ
」

公
民

「
現
社
」
,「

倫
」
,「

政
経
」
,「

倫
･
政
経
」
　

数
学

「
数
Ⅰ
」
,「
数
Ⅰ
･
数
Ａ
」
,「
数
Ⅱ
」
,「
数
Ⅱ
･
数
Ｂ
」
,「
簿
」
,「
情
報
」　

か
ら
１

（
注
２
）
 
 
 

理
科

「
物
基
」
,
「
化
基
」
,
「
生
基
」
,
「
地
基
」
か
ら
２

ま
た
は
「
物
」
,
「
化
」
,
「
生
」
,
「
地
学
」
か
ら
１

外
国
語

「
英
」
,
「
独
」
,
「
仏
」
,
「
中
」
,
「
韓
」
か
ら
１
　
（
注
１
）

[
３
教
科
３
（
４
）
科
目

]

生
活
栄
養
学
科

数
学

「
数
Ⅰ

･
数
Ａ
」
,
「
数
Ⅱ

･
数
Ｂ
」
,
「
簿
」
,
「
情
報
」
か
ら
１
　
（
注
２
）

1
0
0

1
0
0

1
0
0

3
0
0
 

理
科

「
物
」
,
「
化
」
,
「
生
」
か
ら
１

外
国
語

「
英
」
　
（
注
１
）

[
３
教
科
３
科
目

]

特
記
事
項

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試

験
の
利
用
教
科
・
科
目
名
の
表
記
に
つ
い
て

１
　
利
用
教
科
名
は
次
の
よ
う
に
略
し
て
い
ま
す
。

　
　
国
語
→
国
、
地
理
歴
史
・
公
民
→
地
歴
公
民
、
数
学
→
数
、
理
科
→
理
、
外
国
語
→
外

２
　
利
用
科
目
名
は
次
の
よ
う
に
略
し
て
い
ま
す
。

　
　
「
国
語
」
→
「
国
」

　
　
「
世
界
史

A」
→
「
世

A」
、「

世
界
史

B」
→
「
世

B」
、「

日
本
史

A」
→
「
日

A」
、「

日
本
史

B」
→
「
日

B」
、「

地
理

A」
→
「
地
理

A」
、「

地
理

B」
→
「
地
理

B」
、

　
　
「
現
代
社
会
」
→
「
現
社
」
、「

倫
理
」
→
「
倫
」
、「

政
治
・
経
済
」
→
「
政
経
」
、「

倫
理
、
政
治
・
経
済
」
→
「
倫
・
政
経
」

　
　
「
数
学
Ⅰ
」
→
「
数
Ⅰ
」
、「

数
学
Ⅰ
・
数
学

A」
→
「
数
Ⅰ
・
数

A」
、「

数
学
Ⅱ
」
→
「
数
Ⅱ
」
、「

数
学
Ⅱ
・
数
学

B」
→
「
数
Ⅱ
・
数

B」
、「

簿
記
・
会
計
」
→
「
簿
」
、「

情
報
関
係
基
礎
」
→
「
情
報
」

　
　
「
物
理
基
礎
」
→
「
物
基
」
、「

化
学
基
礎
」
→
「
化
基
」
、「

生
物
基
礎
」
→
「
生
基
」
、「

地
学
基
礎
」
→
「
地

基
」
、「

物
理
」
→
「
物
」
、「

化
学
」
→
「
化
」
、「

生
物
」
→
「
生
」
、「

地
学
」
→
「
地
学
」

　
　
「
英
語
」
→
「
英
」
、「

ド
イ
ツ
語
」
→
「
独
」
、「

フ
ラ
ン
ス
語
」
→
「
仏
」
、「

中
国
語
」
→
「
中
」
、「

韓
国
語
」
→
「
韓
」

３
　
次
の
例
の
よ
う
に
利
用
科
目
名
、
利
用
方
法
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
　
［
例
］
　
「
物
理
」
、「

化
学
」
、「

生
物
」
か
ら
１
科
目
を
選
択
　
→
　
「
物
」
,「

化
」
,「

生
」
　
か
ら
１

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試

験
・
個
別
学
力
検
査
等
の
配
点
等
欄
に
つ
い
て

１
　
配
点
に
＊
印
を
付
し
て
あ
る
教
科
は
選
択
教
科
を
表
し
ま
す
。

２
　
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試

験
の
外
国
語
の
「
英
語
」
は
「
筆
記
（
20

0
点
満
点
）
」
と
「
リ
ス
ニ
ン
グ
（
5
0
点
満
点
）
」
の
合
計
（
25
0
点
満
点
）
を
学
科
の
傾
斜
配
点
に
換
算
し
て
利
用
し
ま
す
。

注
意
事
項

【
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試

験
の
利
用
教
科
・
科
目
等
】

欄
(
注
１
)
 
 
外
国
語
の
「
英
語
」
は
リ
ス
ニ
ン
グ
を
含
み
ま
す
。（

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
か
ら
リ
ス
ニ
ン
グ
を
免
除
さ
れ
た
者
を
除
く
）

(
注
２
)
　
｢
簿
記
・
会
計

｣
お
よ
び

｢
情
報
関
係
基
礎

｣
を
選
択
解
答
で
き
る
者
は
、
高
等
学

校
ま
た
は
中
等
教
育
学

校
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
科
目
を
履
修
し
た
者
お
よ
び
文
部
科
学
大
臣
の
指
定
を
受
け
た
専
修
学

校
高
等
課

程
の
学
科
の
修
了
（
見
込
み
）
の
者
に
限
り
ま
す
。

(
注
３
)
 
 
 
指
定
さ
れ
た
教
科
（
又
は
科
目
）
の
範
囲
内
で
、
必
要
と
す
る
教
科
（
又
は
科
目
）
数
を
超
え
て
受
験
し
て
い
る
場
合
、
得
点
の
高
い
教
科
（
又
は
科
目
）
の
得
点
を
採
用
し
ま
す
。
た
だ
し
、「

地
理
歴
史
」
、「

公
民
」

及
び
「
理
科

②
」
に
お
い
て
受
験
科
目
を
１
科
目
と
指
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
２
科
目
受
験
し
た
場
合
は
、
第
１
解
答
科
目
の
得
点
を
採
用
し
ま
す
。

国
、
地
歴
公
民
、

数
、
理
か
ら

２
教
科
選
択

か
ら
１
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Ⅴ　私費外国人留学生特別入試

１　出願資格

　　次の(1)､ (2)､ (3)の要件をすべて満たしている方です。

(1)　日本国籍を有しない者で、次の各号のいずれかに該当するもの

①　外国において、学校教育における12年の課程を修了した者および平成31年３月31日までに

修了見込みの者、またはこれらに準ずる者で文部科学大臣の指定したもの

②　本学において個別の入学資格審査により上記に準ずる資格を有すると認められた者で、平成 31

年３月 31日までに 18 歳に達するもの

(2)　在留資格が｢留学｣である者、または入学時に｢留学｣を取得できる見込みの者

(3)　独立行政法人日本学生支援機構が実施する平成30年度第１回日本留学試験(６月)を受験した者

または平成30年度第２回日本留学試験(１１月)に出願して受理された者

※1 (1)の②により出願を希望する者については、出願前の平成30年10月12日(金)　　

までに教務課入試室（☎0749-28-8217・8243）へ連絡し、入学資格審査を受け

てください。

※2 日本留学試験の利用教科・科目等については、別表3「日本留学試験の利用教科・

科目等一覧」(35ﾍﾟｰｼﾞ)を参照し、必要な科目を受験してください。

２　選抜方法

　　大学入試センター試験を免除し、平成30年度日本留学試験(第１回または第２回)の成績、出願書

類ならびに本学が行う学力検査および面接の結果を総合して選抜します。

　　ただし、環境科学部環境建築デザイン学科は、平成30年度日本留学試験(第１回または第２回)の

成績、出願書類および面接の結果を総合して選抜します。

 (1)　選抜期日・時間割

　　　１）選抜期日　平成３０年１１月２５日（日）

　　　２）時 間 割

学　部・学　科
時　　　間　　　割

　9:15   　9:30　　　　　　　　　    11:30　　       12:45  　13:00　 　 　 　 17:00

【環境科学部】
環境生態学科
生物資源管理学科

【人間文化学部】
　地域文化学科
　生活デザイン学科
　人間関係学科
　国際コミュニケーション学科

入室
総 合 問 題
（注１）

面　接
控室に
入　室

面　接
（注３）

学　部・学　科 9:15 　　9:30          10:30      11:00        12:00

【環境科学部】
環境政策・計画学科 

【工　学　部】
材料科学科
機械システム工学科
電子システム工学科

【人間文化学部】
　生活栄養学科

入室 英 　語
面　接
控室に
入　室

面　接
( 注２)
( 注３)

学　部・学　科                                  　　　　  　　　　　　12:30     12:45      13:00   　　　  17:00

【環境科学部】
　環境建築デザイン学科

受験者
控室に
集　合

面　接
控室に
入　室

面　接
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（注１）人間文化学部生活デザイン学科の学力検査は、「デッサン」とします。

（注２）環境科学部環境政策・計画学科、工学部および人間文化学部生活栄養学科の面接開始・終

了時刻は、受験者数によっては変更する場合があります。

（注３）工学部材料科学科、人間文化学部地域文化学科、生活デザイン学科、生活栄養学科、国際

コミュニケーション学科は、 面接時に志望する学科のアドミッション・ポリシーに添った

口頭試問を実施します。

  

（学力検査の内容）

        環 境 科 学 部	 （環境生態学科、生物資源管理学科）……総合問題 (120 分 )

        　　　　　　　　※総合問題には、英語力を問う設問を含みます。

        　　　　　　	 （環境政策・計画学科）……英　　語 ( 60 分 )

        工　 学　 部　	（材料科学科・機械ｼｽﾃﾑ工学科・電子ｼｽﾃﾑ工学科）　……英　　語 ( 60 分 )

        人間文化学部	 （地域文化学科、人間関係学科）……総合問題 (120 分 )

        　　　　　　　　※総合問題には、英語を課しません。

        　　　　　　	 （国際コミュニケーション学科）……総合問題 (120 分 )

        　　　　　　　　※総合問題には、英語力を問う設問を含みます。

        　　　　　　	 （生活デザイン学科）……デッサン (120 分）

        　　　　　　　　※デッサンは、形の観察力、表現力、構成力を鉛筆描写によって表現する。

        　　　　　　	 （生活栄養学科）……英　　語 ( 60 分 )

　(2)　試験会場

      　 滋賀県立大学 ( 〒 522-8533 彦根市八坂町 2500)　  ＜案内図は裏表紙中面に記載＞

　　　 ＪＲ南彦根駅西口からバスで県立大学行き約 15 分

３　出願手続

　(1)　受付期間  平成３０年１１月１日 ( 木 ) から１１月８日 ( 木 ) まで（必着）

　出願にあたっては、所定の出願書類提出用封筒[Ｉ票]を用い、書留速達扱いの郵送に限ります。

なお、出願書類は受付期間最終日必着のため、郵送に掛かる期間を十分考慮のうえ発送してくだ

さい。

　　（出願期間後に到着したものは、受理しません。）

　(2)　願書提出先

　　　〒 522-8533　	滋賀県彦根市八坂町 2500

      　          		  滋賀県立大学　入学試験実施本部（管理棟２階教務課）（☎ 0749-28-8226)

※ 日本に在留していない者で、受験のための在留資格「短期滞在」の取得に日時を要する場合は、

事前に上記まで相談してください。
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　(3)　出願書類

出 願 に 必 要 な 書 類 作　　　成　　　方　　　法

Ａ３票
入 学 志 願 票（ 原 票 ）
[ 裏 面 ] 身 上 調 書

・39～43ページの記入例および記入上の注意を参照のう

え、必要事項をもれなく記入してください。

・受験票・写真票の写真貼付欄には縦４cm×３cmの写真

 （正面上半身無帽、背景なし、出願前３か月以内に撮影した

もの）を、はがれないようにしっかりと貼付してください。

Ｃ票 住       所       票

Ｄ票 受       験       票

Ｅ票 写       真       票

Ｆ票 入 学 検 定 料 振 込 確 認 票
　所定欄に収納印を受けた「入学検定料振込金受領証明書を

貼付してください。

卒 業 ( 修 了 ) 証 明 書 お

よ び 成 績 証 明 書 等

　外国において、日本の高等学校に相当する学校の卒業（修

了）証明書または卒業（修了）見込証明書、および在学期間

すべての成績証明書が必要です。

日 本 留 学 試 験 の 受 験 票
平成 30 年度第１回日本留学試験の受験票の写し、または

平成 30 年度第２回日本留学試験の受験票の写しが必要です。

※成績を利用する回(第1回または第2回)については、本学での試験実施後、平成30年12月

25日(火)までに本学入学試験実施本部に申告してください。(出願時に申告する必要はあり

ません。)

　申告に必要な書類は、成績を利用する回の受験票の写しと本学での試験時に配付する本

学所定の書類です。なお、具体的な申告の方法などについては、本学での試験時に指示し

ます。

住　 民　 票　 の　 写　 し
出願前３ヶ月以内に市区町村長が発行したもので、在留資

格を明記したものが必要です。（原本を提出すること）

パ ス ポ ー ト カ ラ ー コ ピ ー

　パスポートの顔写真、氏名部分が含まれるページをカラー

コピーしたものが必要です。なお、試験当日は必ずパスポー

トを所持してください。

Ｈ票 受 験 票 返 送 用 封 筒

　受験票返送先の住所、氏名、郵便番号を明記し、82 円分の

郵便切手を貼付してください。

※日本に在留していない者にあっては、航空便書状料金（20 ｇ）

に速達料金を加えた「国際返信用切手券」を同封してください。

Ｉ票 出 願 書 類 提 出 用 封筒
　「出願区分 ｣ 欄の「５. 私費外国人留学生特別入試 ｣ に○印

をし、必要事項を記入してください。

入学検定料　１７，０００円

・入学検定料は、本学所定の「入学検定料振込依頼書」により、出願受付期間の３週間前から出願受付

最終日までの間に、指定の金融機関に振り込んでください。なお、ＡＴＭ（現金自動預け払い機）は

利用できません。

・振り込み後、「入学検定料振込金受取書」および「入学検定料振込金受領証明書」を受け取り、収納

印があることを確認してください。なお、収納印を受けた「入学検定料振込金受領証明書」は入学検

定料振込確認票の所定欄に貼付してください。

※日本に在留していない者にあっては、払込方法を指示しますので、事前に E-mail または郵便で問い

合わせてください。

　問い合わせ先

　〒 522-8533　滋賀県彦根市八坂町 2500

滋賀県立大学教務課入試室

☎ 0749-28-8217・8243

Ｅ -mail : nyushi@office.usp.ac.jp

  （注）Ａ３票～Ｉ票の各書類は、本冊子に添付されています。

  （注）英語以外の外国語で書かれた書類については、日本語訳もしくは英語訳を添付してください。



− 35 −

 (4)　障がい等がある入学志願者との事前相談

　障がい等のある入学志願者で、受験上および修学上の配慮を希望する場合は、できるだけ早い

時期（平成 30 年 10 月 12 日 ( 金 ) まで）に滋賀県立大学教務課　入試室 ( ☎ 0749-28-8217・

8243、Ｅ -mail : nyushi@office.usp.ac.jp) まで連絡し、相談してください。

　出願締切後に、不慮の事故等のため、受験上および就学上の配慮を希望する場合は、速やかに

上記連絡先まで連絡し、相談してください。

４　合格発表

 　 発表期日  平成３１年１月２２日（火）午前９時

　滋賀県立大学構内に掲示板を設け、合格者の受験番号を掲示するとともに、合格者に合格通

知書を郵送します。

　また、合格者の受験番号を大学ホームページ（http://www.usp.ac.jp/）に掲載します。

　なお、電話等による問い合わせには応じません。

５　その他

　出願手続上、受験上の注意事項については、｢ 推薦入試 ｣ の項 (19 ～ 20 ページ ) を参照してくだ

さい。

　なお、試験当日は、本学の受験票のほかに「日本留学試験受験票」を必ず持参してください。

　また、日本留学試験の第 1 回、第２回の両方を受験した者は両方の受験票を持参してください。

別表 3　日本留学試験の利用教科・科目一覧

利　用　教　科　・　科　目　
出題
言語

英語科目の対応
日本語

総合
科目

数　　学
理　　科

物理 化学 生物

環

境

科

学

部

環境生態学科 ○
コース

自由選択
２科目自由選択

自　由
選　択

個別学力試験(総合問題に英
語問題を入れる。)

環境政策・計画学科 ○ ○
コース

自由選択
２科目自由選択 日本語

個別学力試験の中で英語を
課す。

環境建築デザイン学科 ○ コース２ ２科目自由選択 日本語 英語は課さない。

生物資源管理学科 ○ ○
コース

自由選択
２科目自由選択

自　由
選　択

個別学力試験の中で英語を
課す。

工
　
学
　
部

材料科学科 ○ コース２ ○ ○ 日本語
個別学力試験の中で英語を
課す。

機械システム工学科 ○ コース２ ○ ○ 日本語
個別学力試験の中で英語を
課す。

電子システム工学科 ○ コース２ ○ ○ 日本語
個別学力試験の中で英語を
課す。

人

間

文

化

学

部

地域文化学科 ○ ○ 日本語 英語は課さない。

生活デザイン学科 ○ ○
コース

自由選択
日本語 英語は課さない。

生活栄養学科 ○ ○ ○ 日本語
個別学力試験の中で英語を
課す。

人間関係学科 ○ ○ 日本語 英語は課さない。

国際コミュニケーション学科 ○ ○ 日本語
個別学力試験(総合問題に英
語問題を入れる。)

注意 )  環境政策・計画学科、生物資源管理学科では、総合科目か理科のどちらかを選択すること。	  	

 	  	  	  	  



− 36 −

Ⅵ 入学手続、初年度納付金等

１　入学手続

  (1)　入学届の提出

　　　帰国子女特別入試（総合問題を課す学部・学科のみ）において合格通知書を受けた者は、所定

の入学届を平成 30 年 12 月 21 日 ( 金 ) までに提出しなければなりません。また、私費外国人留

学生特別入試において合格通知書を受けた者は、所定の入学届を平成 31 年 2 月 1 日 ( 金 ) まで

に提出しなければなりません。

なお、期間内に入学届を提出しなかった者については、入学を辞退したものとして取り扱います。

  (2)　入学手続期間

  推薦入試

総合問題または面接のみを課す学部・学科 　	 平成30年12月12日（水）から12月18日（火）まで（必着）

大学入試センター試験を課す学部・学科      	 平成31年２月14日（木）から２月19日（火）まで（必着）

　

帰国子女特別入試                  

私費外国人留学生特別入試   　　　　 　 	
平成31年３月８日（金）から３月15日（金）まで（必着）

  (3)　入学手続方法

①　入学手続に必要な書類は、推薦入試合格者および帰国子女特別入試（大学入試センター試験

を課す学部学科）合格者に対しては、合格通知書に同封して直接本人あてに郵送します。

また、帰国子女特別入試(総合問題を課す学部・学科)および私費外国人留学生特別入試に合

格して入学届を提出した者に対しては、平成31年２月下旬に入学手続きに必要な書類を直接本

人あてに郵送します。

②　郵送による場合は必ず書留速達扱いとし、入学手続期間最終日必着とします。また、直接持

参する場合の受付時間は、土･日、祝祭日および３月12日を除く平日の午前９時から午前11時

30分および午後０時30分から午後５時までとします。

  (4)　提出書類等

① 誓約書（本学所定の様式）

② 保証書（本学所定の様式）

③ 卒業証明書または修了証明書（入学手続時に卒業見込みまたは修了見込みの者は、別途指定す

る日までに提出）

④ 入学料相当額を金融機関に振込後、「入学料振込金確認受領証明書」を提出

⑤ 写真１枚（直近３か月以内に撮影したもので､カラー､正面上半身無帽、背景なし、縦４㎝×横３㎝のもの）

⑥ 滋賀県内に住所を有する者のみ住民票の写し

  (5)　入学手続先

      　〒 522-8533　	滋賀県彦根市八坂町 2500

		  滋賀県立大学　入学試験実施本部（管理棟２階教務課）（☎ 0749-28-8226)

  (6)　入学手続上の注意事項

①　必要な書類がすべてそろっていない場合には受け付けないので、書類の提出の際には十分確

認してください。また、入学手続期間を過ぎて到着したものは受け付けないので、郵送の場合

には所要日数を十分に考慮して発送してください。

②　入学手続期間内に入学手続を完了しなかった者については、入学を辞退したものとして取り
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扱います。（推薦入試の場合は 20 ページ「(3) その他の注意事項①」を参照のこと。)

③　一度受付をした入学手続書類および入学料は、理由のいかんを問わず返還しません。

   (7)　その他

①　12 月 12 日から 12 月 18 日までの期間に推薦入試の入学手続きを完了した者に対しては、入

学までに取り組むべき課題を課します。

２　初年度納付金

  (1)　入学料

入学手続の際には、下記の金額の入学料を所定の用紙により指定金融機関へ振り込みください。

①　滋賀県内の者　２８２，０００円

②　上記以外の者　４２３，０００円

　（注）滋賀県内の者とは、次の各号のいずれかに該当する方をいいます。

ア　入学の日の１年前（平成 30 年４月１日）から引き続き滋賀県内に住所を有する者

イ　入学の日の１年前（平成 30 年４月１日）から引き続き滋賀県内に配偶者または１親等の親

族 ( 生計を一にする者に限る。) が住所を有する者

  (2)　授業料

①　年　　額　　５３５，８００円 ( 平成 30 年度の額であり、改定されることがあります。)

 　　　　　　 　なお、在学中に授業料が改定された場合には、改定後の授業料が適用されます。

②　納付方法  前期 ( 納付期限４月 27 日 )、後期 ( 同 10 月 27 日 ) の２回に分け、原則として口

座引落により納入してください（口座振替日または納入期限が金融機関の休業日にあたる場合

は、その翌営業日となります）。

  (3)　後援会費

入学手続の際に、後援会費 ( ４年間分 50,000 円 ) を所定の振込用紙により指定金融機関へ振り

込みください。

  (4)　同窓会費

入学手続の際に、同窓会費 ( 終身会費 10,000 円 ) を所定の振込用紙により指定金融機関へ振り

込みください。

３　その他

  (1)　奨学金

①　日本学生支援機構が貸与する奨学金

　 奨学生の決定は、学内で出願者の資格審査後、該当者を推薦し日本学生支援機構が決定します。

区　　　分 貸　　　　与　　　　月　　　　額

第一種奨学金

（無利子）

自 宅 通 学 者 30,000 円又は 45,000 円から選択

自 宅 以 外 通 学 者 30,000 円又は 51,000 円から選択

第二種奨学金

（有利子）
30,000円、50,000円、80,000円、100,000円、120,000円から選択

※他に入学時特別増額貸与奨学金（10 万円、20 万円、30 万円、40 万円、50 万円）があります。

②　上記の他にも、地方公共団体等の奨学金制度があります。
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  (2)　授業料の減免

　　　家庭の経済事情または不測の災害などのため、授業料の納付が著しく困難である学生には、授

業料の減免制度があります。

  (3)　下宿・アパート

　　　下宿・アパート・ワンルームマンションについては、合格者に「下宿情報」を送付します。

  (4)　学生教育研究災害傷害保険

   　　通学途中を含む正課の授業や課外活動中の事故等による傷害補償を行うもので、全員加入です。

   　　保険料は、後援会から一括して支払われます。

  (5)  留学費用

   　　一定の条件のもとに海外への留学者を経済的に支援する制度があります。

  (6)  国の教育ローン（日本政策金融公庫）

入学料、授業料、教科書代、アパートの敷金・家賃など、入学時や在学時に必要となる資金を

融資する公的な制度として、「国の教育ローン」があります。融資金額は、学生・生徒１人につ

き 350 万円以内、返済期間は 15 年以内です。

詳しくは、「国の教育ローン」コールセンター（0570 － 008656( ナビダイヤル )）まで問い合

わせてください。
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Ⅶ　出願書類の記入例および記入上の注意

(原 票)

A1票

平成31年度 滋賀県立大学入学志願票[推薦入試]

受験番号 ※

志望学部

学 科 環 境 科 学部 環境政策・計画 学科

推 薦

区 分
推薦入試Ａ ・ 推薦入試Ｂ ・ 推薦入試Ｃ

※志願する推薦区分を○で囲んでください。出願後は、理由のいかんを問わず、

推薦区分の変更はできません。

フリガナ ｹﾝﾀﾞｲ ﾀﾛｳ 性 別

志 願 者
県大 太郎 男・女

生年月日 平成12 年 ４ 月 ２ 日

氏 名

〒 522 －0057 電話番号 （ 0749 ） 12 － 3456

住 所 都 府

滋 賀 道 県 彦根市八坂町2500番地 大学アパート102号

学 校 名 学 科 課 程

全日制

出身学校 琵 琶 湖 高 等 学 校 普 通 科 定時制

通信制

志望理由

（注） １ ※印欄は記入しないこと。

２ 「志望理由」欄は本学志望学科を志願する理由を具体的に記入してください。

Ⅶ　出願書類の記入例および記入上の注意

何も記入しないでください。

志望する学部・学科を記入してください。

合格通知書の
送付や緊急時
の連絡ができ
る住所、電話
番号を記入し
てください。

呼び出しの場
合は番号の末
尾に（呼）と
記入してくだ
さい。



（電算処理票）

平成31年度　滋賀県立大学入学志願票　（推薦入試）
※必ずＨＢの鉛筆で記入すること。

環境科学部 工学部 人間文化学部 人間看護学科

環境生態学科 材料科学科 地域文化学科 人間看護学科 ※記入不要

環境政策・計画学科 機械ｼｽﾃﾑ工学科 生活ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科

環境建築ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 電子ｼｽﾃﾑ工学科 生活栄養学科

生物資源管理学科 人間関係学科

国際ｺﾐュﾆｹｰｼｮﾝ学科

志願者（ｶﾅ）

氏名（漢字）
性 名

性別・生年月日
　１：男　　２：女 年号 ３：昭和

４：平成

電話番号
局番の間には”－”（ﾊｲﾌﾝ）記入

学校ｺｰﾄﾞ
学科名

１：普通科 ４：工業系学科 ７：家庭科

学校名 ２：理数科 ５：商業系学科 ８：看護科

３：農業系学科 ６：総合学科 ９：その他

年号
卒業（見込） 課程名
修了（見込） ４：平成 卒業（見込） １：全日制 ３：通信制
年　 　月 年 月 修了（見込） ２：定時制 ４：その他

国 地 公 数 理 外

　次の学部・学科を志望する者は、

大学入試センターへの登録を基に、

受験を予定する全ての科目の全て

にマーク（　　　）してください。

環境科学部

　環境政策・計画学科

　環境建築デザイン学科

工学部

　材料科学科

　機械システム工学科

　電子システム工学科

人間文化学部

　生活デザイン学科

　生活栄養学科

B票

　（大学入試センター試験を利用する学部・学科）

志 望
学部学科

出身学校等

※記入不要
（大学使用欄）

1 2 

ｹ ﾝ ゛ ﾛ 

県  大 

４ ２ ０ 1 

２ 

９ 

ﾀ 

０ ７ ４ － 

2 ０ 

５ 

４ 3 1 ０ ３ 
1 

1 
６ ０ ０ A 

1 ２ － ３ ４ ５ ６ 

０ 9

1 ４ 

太  郎 

ﾀ ｳ 

琵琶湖高等学校 

ｲ 

※必ずＨＢの鉛筆で記入してください。

右の学部学科コードに従って正確に記入してください。

0 1 0 

何も記入しないでください。

濁点、半濁点は一文字分を使用し、姓・名
は一文字空け、左から詰めて記入してくだ
さい。

生年月日は和暦で記入
してください。生年月
日の数字が１ケタの場
合「04」のように前に
「0」を記入してくだ
さい。

入学志願票(A1票)
住所欄の電話番号
を記入してください。

高等学校等コード
は、下記(5)により
正確に記入してく
ださい。
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平成31年度大学入試センター試験受験科目記載欄


 
 


（１）　この電算処理票は、ＯＣＲ（光学文字読み取り機）用紙になっていますので、ていねいに取り扱ってください。

汚れ、水ぬれ、折れ曲がり等がないように注意してください。

（２）　Ｂ票はＨＢの鉛筆を使用し、次ページの「標準文字例」を参照のうえ、各欄を正確に記入してください。記

入の際には、文字が枠からはみ出さないように注意してください。誤ってボールペンで記入した場合は、修正

液などを使わずそのまま提出してください。ボールペンで記入して誤記した場合は、二重線で消して余白に正

しく記入してください。

（３）　訂正する場合は、プラスチック製の消しゴムできれいに消し、消しくずを残さないようにしてください。

（４）　所定の欄以外には何も記入しないでください。

（５）　高等学校等コードについては、平成 31 年度大学入学者選抜大学入試センター試験受験案内の高等学校コード

表により、該当するコード番号を正確に記入してください。
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住所票（合格通知等送付用）

〒 522－0057 （受験番号※ ）合 格 通 知 等

滋賀県彦根市八坂町2500番地

送 付 先 大学アパート１０２号

県 大 太 郎 様

志 望 学 科 環 境 政 策 ･ 計 画 学科

〒 522－0057 （受験番号※ ）合 格 通 知 等

滋賀県彦根市八坂町2500番地

送 付 先 大学アパート１０２号

県 大 太 郎 様

志 望 学 科 環 境 政 策 ･ 計 画 学科

（注）この住所票はシール式になっていますので、はがれないように取り扱ってください。
２枚とも記入してください。
※印欄は記入しないでください。

C票

入学志願票と同
じ住所を正確に
記入してくださ
い。

何も記入しないで
ください。
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平成３１年度滋賀県立大学入学試験受験票（特別入試） 

受験番号 ※

志 望

学部学科
学部 学科

ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ

氏 名

性 別 男  ・ 女

生年月日 年 月 日

注意事項 １ 本受験票は、試験当日必ず携帯してください。

２ 本受験票は、合格後入学手続きに必要なので紛失しないでください

３ ※印欄は記入しないでください。

受験番号 ※

志 望

学部学科
学部 学科

ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ

氏 名

性 別 男  ・ 女

生年月日 年 月 日

注意事項 １ 写真は受験票（Ｄ票）と同じものを貼付してください

２ ※印欄は記入しないでください。

平成３１年度滋賀県立大学入学検定料振込確認票（特別入試） 

受験番号 ※

志 望

学部学科
学部   学科 

この枠内に振込後の「入学検定料振込金受領証明書」
を貼り付けてください。

※印欄は記入しないでください。

D 票

F 票

写真貼付欄

注 意

上半身、脱帽、正面

向きで最近３か月

以内に撮影し た

も の

縦 4cm×横 3cm  

写真貼付欄

注 意

上半身、脱帽、正面

向きで最近３か月

以内に撮影し た

も の

縦 4cm×横 3cm  

Ｅ票

ケ ン ダ イ タ ロ ウ

  平 成 １ ２      ４  ２ 

      

何も記入しないで  

ください。 

貼付する写真はカラー、

モノクロのどちらでも

かまいません。

写真の裏面に氏名、志

望学部学科を記入し、

はがれないようにしっ

かりと貼り付けてくだ

さい。

受 験 票（Ｄ票）と
同じ写真 を貼付し
てください。 

何も記入しないで  

ください。 

何も記入しないで  

ください。 

環境科 環境政策・計画 

県 大　太郎

ケ ン ダ イ タ ロ ウ

 平 成 １ ２  ４  ２ 

環境科 環境政策・計画 

県 大　太郎

環境科 環境政策・計画 
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平成３１年度滋賀県立大学入学試験写真票（特別入試）




